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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分
○議長（大山　晃君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。
　一礼して御着席ください。礼。
　ただいまの出席議員は１１名です。
　９番古野議員より、欠席届が提出されておりますので、報告いたします。
　ただいまから平成２６年第１回上毛町議会定例会を開催いたします。

　議会に先立ちまして、報告いたします。

　さる２月２４日、福岡県町村議会議長会の定期総会において、全国町村議会議長会表彰規程により「町村議会として他の範とするに足ると認められる団体」として、このたび福岡県内で、上毛町議会と広川町議会の２町議会が表彰伝達を受けました。

　これもひとえに日ごろからの皆様各位による議会活性化に向けての御尽力によるたまものであり、議員の皆様に心より御礼を申し上げます。

　表彰伝達式では、私が議会を代表しまして、表彰状と記念品をいただきましたので、早々に議員控室に飾りたいと思っております。

　以上、報告です。
　これから、本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に運営資料を配付しておりますので、ごらんください。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
　本定例会の会議録署名議員に、５番峯議員、６番三田議員を指名します。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第２、会期の決定を議題とします。
　今期定例会運営について議会運営委員会委員長に審議をいただき、２月２７日に委員会を開催していただき、本定例会の会期を本日から１４日までの１１日間とする答申をいただきました。
　お諮りします。今期定例会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日から１４日までの１１日間といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から１４日までの１１日間とすることに決定いたしました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第３、諸般の報告を行います。
　本定例会に提出された議案は、町長から諮問１件、報告１件、条例案５件、予算案１３件、その他３件の計２３議案で、議員から提出された選挙１件、発議３件の合計２７議案であります。
　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。お手元に配付の会期日程表（案）をごらんください。
　本日の会議では、議案の一括上程をし、町長提出案件については提案理由の説明を受け、総括質疑を行います。ただし、諮問１号、報告第１号の受理及び議案第１号から議案第７号の９議案については、本日審議、採択を行い、残りの１４議案は後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。

　また、議員から提出された議案について、選挙第１号は本日選挙を実施することといたします。発議３件については、提案者の趣旨説明を受け、質疑を行った後、所管の常任委員会に審査を付託したいと思います。

　ここで、皆様にお願いいたしますが、本日審議、採決を予定している９議案に対する質疑は、後の議案内容の説明に対する質疑にあわせて行っていただきますよう御協力をお願いいたします。

　３月７日、８日に本会議を開催し、一般質問を行う予定です。７日に一般質問が全部終了すれば、８日は休会といたします。

　３月１０日を文教厚生常任委員会、３月１１日を総務、産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。
　３月１４日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告を受け、討論、採決を行います。

　ただいま報告をいたしました議会の運営事項につきましては、議会運営委員会に諮問し、決定を受けましたので、報告をいたします。
　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要請をいたしましたところ、お手元に配付の名簿のとおり、説明員として出席をいたしておりますので報告をいたします。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。
　日程第５諮問第１号、日程第６報告第１号、日程第７議案第１号、日程第８議案第２号、日程第９議案第３号、日程第１０議案第４号、日程第１１議案第５号、日程第１２議案第６号、日程第１３議案第７号、日程第１４議案第８号、日程第１５議案第９号、日程第１６議案第１０号、日程第１７議案第１１号、日程第１８議案第１２号、日程第１９議案第１３号、日程第２０議案第１４号、日程第２１議案第１５号、日程第２２議案第１６号、日程第２３議案第１７号、日程第２４議案第１８号、日程第２５議案第１９号、日程第２６議案第２０号、日程第２７議案第２１号、以上２３件を一括上程いたします。
　提案理由の説明を求めます。
　町長。
○町長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。
　本日ここに平成２６年第１回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には、公私ともに御多用の中、御参集をいただき、厚く御礼を申し上げます。
　さて、国の新年度の予算案は、衆議院を通過したばかりでございますが、御承知のように９５兆８,８２３億という過去最高の一般会計予算総額となっており、事実上年度内の成立が確定したところであります。地方の一般財源総額にも、昨年対比１％増の６０.４兆円を確保ということでありますが、この４月からの消費税増税による景気の腰折れをいかに回避するのかが最大の課題と捉えております。
　本町といたしましては、国・県に依存するばかりではなく、自立型の連携した施策、さらには独立した施策を講じることが急務であると考えます。
　地方行政が責任と自覚を持って勇猛果敢に挑み、成功例を示していくべきであろうといった観点から、新年度の予算編成に当たりましては、九州一を目標に、各課ごとの思いと情熱を盛り込ませております。

　総合的には、頑張る人を応援するシステムを構築しなければならないという思いがございますが、今議会に提案いたしております新課「子ども未来課」につきましては、先般の議会全員協議会の中で少し触れさせていただきましたが、まずは行政の機構を町民にわかりやすく世代分け、色分けし、職員一人一人が常にアンテナを立て、また、行政内部が連携できるように、マニュアルの策定を指示しているところであります。そのモデルとなるのが、新課「子ども未来課」であり、それを中心とした長寿福祉課と教務課の連携であると考えております。
　徐々にではありますが、職員の意識改革につながっていくものと考えております。

　うまく連携を図りながらＱＣ活動、すなわちクオリティーをコントロールしてくことで、いずれ、縦割りのままでは決してかなわない全行政、あるいは全町の粋を集めた「九州一輝くまちづくり」が可能になると考えます。
　なお、健全な財政運営を図る観点から、今後、計画的に町債の任意繰り上げ償還を行ってまいります。この案件につきましては、以前、安元議員の一般質問の答弁の中で、繰り上げ償還の検討を行い、償還を行ったほうが有利となるものを選別し、繰り上げ償還を行うと、当時、答弁しておりますが、今議会において補正予算及び当初予算に任意繰り上げ償還に係る経費を新たに計上し、かつ財政状況を精査し、今後、繰り上げ償還を行っていきたいと考えているところであります。
　議員各位の御支援、御鞭撻を切にお願い申し上げる次第であります。
　それでは、これより提案理由の説明を申し上げます。

　今議会に提出しております案件は、報告案件１件、補正予算６件、条例案５件、当初予算７件、その他４件の計２３案件であります。
　順次、御説明をいたします。

　諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦についてでありますが、人権擁護委員１名の方の３年間の任期が平成２６年６月３０日で満了することに伴い、人格・見識ともにすぐれ、広く社会の実情に通じ、人権擁護について精通している筒井治吉氏を推薦いたしたく、議会の意見を求めるものであります。

　報告第１号、平成２６事業年度上毛町土地開公社事業計画及び予算についてでありますが、国内の景気は緩やかに回復しているとの内閣府の発表があり、企業収益、雇用情勢及び個人消費も改善傾向にあると思われますが、地方財政を取り巻く環境は、地方交付税の総額が前年度から減少する見込みであることなどから、引き続き厳しい状況が続くことが予見されます。

　このような中、上毛町においては、現状企業の要望に即座に対応できる工業用地が枯渇しており、今後開通する東九州自動車道・上毛スマートインターチェンジを活用しての新たな産業に対する需要も求められているところであり、町と公社が連携をとりながら、地域の秩序ある整備と住みよい町づくりのため、事業を実施してまいりたいと存じます。

　なお、この案件は、２月２６日の公社役員会において御承認をいただいておりますことをあわせて御報告するものであります。

　議案第１号、上毛町課設置条例等の一部を改正する条例についてでありますが、子供及び子育ての総合的支援と働く世代及び高齢者世代も含めた町民の未来にわたる健康増進を図るために、４月１日より、新たに「子ども未来課」を設置することに伴い、関係条例の整備を行うものであります。

　現在、子供・子育て支援関係の業務担当課は、住民課、総合窓口課、健康福祉課、教務課と多岐にわたっており、それぞれの課が所管する業務を行っておりますが、子供・子育て支援関係等を行う課を一つにまとめ、窓口のワンストップ化、行政のサービスの向上等々を図る観点から、新たに「子ども未来課」を設置し、また、あわせて健康福祉課を「長寿福祉課」に課名変更し、総合窓口課を廃止するものであり、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるものであります。

　議案第２号、平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第９号）でありますが、今回の補正額は７１５万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額は４８億２,７３２万６,０００円であります。

　歳出予算では、各款にわたり、今後の支払い見込み等により不用額等の精査を行っております。

　この不用額等以外の補正額の主なものにつきましては、総務費では、退職職員の退職手当組合への特別負担金の増、新課設置に伴います備品等の購入費の増、企業支援型地域雇用創造事業の魅力ある空き家活用情報発信事業委託料の増額補正等を、また、東高跡地電線地中化事業の入札執行残、町長選挙費・町議会議員補欠選挙費等の減額計上を行っています。
　民生費では、国民健康保険特別会計繰出金の減額、福岡県介護保険広域連合負担金等の各種負担金補助金、委託料、保育士賃金等の精査による減額を計上し、子供・子育て支援に関連する電算システム委託料等を増額計上いたしております。

　衛生費、農林水産業費につきましても、各種委託料、負担金補助等の精査により、減額計上いたしております。

　商工費につきましては、精査による大平楽関係の強制執行手数料及び弁護士委託料等の減額計上を、また、大平楽入浴回数券等の立てかえ補償費を追加でお願いするものであります。

　教育費でありますが、文化財保護費における作業員の賃金等の減額計上が主なものであります。

　公債費では、大幅な増額となっておりますが、冒頭でも説明いたしましたが、地方債元金償還金においての任意繰上償還分を新たに計上したことにより増額となっていますが、今後、財政状況を精査しつ、可能な限り繰上償還を引き続き行っていきたいと考えているところであります。

　諸支出金においては、今年度末までの歳出予算執行見込額を精査し、調整等を行い、財政調整基金及び公共施設整備基金へ積み立てるための予算計上を行っているところであります。

　平成２５年度事業の当初の目標については、おおむね達成見込みであると考えている次第であります。

　議案第３号、平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計予算（第３号）。今回、２,０８８万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を１０億２,５１３万７,０００円とするものであります。歳出予算において、療養給付費等の最終見込み額より減額補正を行うものであります。

　議案第４号、平成２５年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）。今回、８３６万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億２,６１５万３,０００円とするものであります。後期高齢者医療広域連合納付金等の最終見込額により減額補正を行うものであります。

　議案第５号、平成２５年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）、今回の１３９万９,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を５,７３６万５,０００円とするものであります。公共ます設置工事費等の不用見込みによる減額が主なものであります。

　議案第６号、平成２５年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（（第１号）。今回、４８３万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億９３万７,０００円とするものであります。主として委託料における入札執行残等により減額を行うものであります。
　議案第７号、平成２５年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）。今回、８８万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１,３９９万５,０００円とするものであります。寄附金の受け入れと基金積立金等の増額によるものであります。

　議案第８号、上毛町税条例の一部を改正する条例についてでありますが、地方税法施行令の一部を改正する政令が公布されたことに伴い、個人住民税を公的年金から特別徴収をするに当たり、公的年金所得者の納税の便宜や市町村における徴収事務の効率化を図るために、本条例の一部を改正をする必要があるため、地方自治法第９６号第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるものであります。

　議案第９号、上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、本条例改正につきましては、地方税法施行令の一部を改正する政令が公布されたことにより、議案第８号の上毛町税条例の一部改正に伴いまして、上毛町国民健康保険税条例の課税の特例などを改正する必要が生じたため、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるものであります。

　議案第１０号、上毛町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例についてでありますが、地域の自主性及び自立性を高めるための第３次一括法の成立により、社会教育法が改正され、社会教育委員の委嘱基準等については、当該地方公共団体の条例で定めることとなったため、今回、本条例の一部を改正するものであります。
　議案第１１号、上毛町田舎暮らし研究交流サロン条例の制定についてでありますが、定住促進施策の研究、町内外の住民の交流促進及び特産品や地域資源のＰＲ等を行う拠点施設として、上毛町田舎暮らし研究交流サロンを東上有田地区に設置するため、議会の議決を求めるものであります。

　議案第１２号、指定管理者の指定について（道の駅しんよしとみ）でありますが、平成２６年４月１日から平成２９年３月３１日までの間、再度、指定管理者を「しんよしとみ街づくり有限会社」に指定するため、「上毛町公の施設に係る指定管理者の指定の手続き等に関する条例」第５条の規定により、議会の議決を求めるものであります。
　議案第１３号、平成２６年度上毛町一般会計予算でありますが、平成２６年度の一般会計の予算総額は４３億６,３００万円で、対前年比で４.６％減の予算であり、この要因は、主として東高跡地宅地化整備事業費の減、東九州自動車道関連事業費の減及び公債費の減によるものであります。

　普通会計性質別歳出状況では、義務的経費が２１億６,３３４万９,０００円であり、構成比については４９.４％、投資的経費では３億６,９０２万８,０００円で構成比８.４％、物件費等その他の経費では１８億４,３０２万６,０００円で４２.１％となっております。

　平成２６年度の予算編成でありますが、「第１次上毛町総合計画」の将来像である「みんなで開く上毛の未来」の実現に向けた取り組みを継続して行い、かつ、私が選挙公約で申し上げました「誇りと責任と結束で九州一輝く町」づくりを推進します。

　平成２６年度予算については、予算編成基本方針等により「未就学児から高校生までの福祉・教育施策の充実」「農業・町内企業を中心とした産業の活性化」「観光資源の創出及び情報発信機能の強化」「行財政改革」を最重点施策として取り組んでまいります。

　まず、「未就学児から高校生までの福祉・教育施策の充実」でありますが、冒頭で説明いたしました「子ども未来課」の新設により、窓口のワンストップ化による行政サービスの向上を行いつつ平成２７年度からの子育て３法による「子ども・子育て支援策」を確実に取り組んでまいりたいと考えています。

　具体的には、当初予算において、ソフト事業では、福祉施策として、子ども・子育て支援新制度へ対応するための準備作業、大平保育所での体操教室、子ども医療費通院費助成を中学生まで拡充、教育施策では、中学生を対象とした講演会「大志塾」の開催予算を計上しています。ハード事業面では、町立小中学校の講堂、体育館の耐震対策事業等々を予算計上しております。
　このほかにも、国・県の施策に基づく事業とともに、三世代同居支援事業補助金、任意インフルエンザ予防接種助成及び町内私立保育所に対する各種支援、保育料の軽減措置を行うことで子育て世代の軽減を図り、中学生に対しては「上毛塾」「英検塾」を実施し、基礎学力の向上を図る等、上毛町独自施策を継続して実施することで、未就学児から高校生までの福祉・教育施策の充実を行っていきます。

　「農業・町内企業を中心とした産業の活性化」につきましては、上毛町の農産物、加工品などのＰＲ活動を一層推進し、産地化の取り組みや特産品開発を支援することで、上毛町の農産物等のブランド化を推進するための施策として、農業関係では、アンテナショップ出店委託、特産品・販路開拓事業委託等に係る経費を計上し、鳥獣被害対策の充実や青年就農給付金事業による青年就農者支援等を行い、本町の基幹産業である農業のさらなる振興を図っていきます。

　林業の振興においては、森林が持つ多面的機能発揮のため、町有林の間伐や森林環境税を財源とした荒廃森林再生事業費を予算計上しております。

　さらに、農産物の流通等、産業振興の一環として、最終事業年度を迎えるスマートインターチェンジ関連事業、社会資本整備総合交付金事業及びＰＡ、ＳＩＣの利活用を検討するための関係経費を計上し、施設の供用開始に向けて必要な取り組みを行います。
　また、消費税率引き上げに伴う消費の落ち込みが予想されるため、個人消費喚起のための上毛町地域商品券発行事業に対する補助金経費を前年度より増額し、当初予算に計上することで速やかな対応を可能としているところであります。

　「観光資源の創出及び情報発信機能の強化」では、観光資源の充実を図るため、引き続き「道の駅しんよしとみ」「大平楽・さわやか市」「ゆいきらら」及び「田舎暮らし研究交流サロン」等への支援を行い、本町観光施設の拠点としての機能の維持・向上を図り、インターネット環境を活用した町外への魅力ある情報発信機能を強化してまいります。また、町内に存在する文化財も含め、道の駅しんよしとみに隣接する文化財の活用検討を行い、観光対策及び道の駅の集客対策において検討を行い、観光資源としての価値向上を図ってまいります。
　「行財政改革」では、自治体運営の効率化や行財政改革の推進を図るため、ＱＣ活動の取り組み、人事評価制度及び行政評価制度の運用に係る予算並びに職員の育成・資質向上のための予算計上を行っています。また、普通交付税合併算定替終了後の町財政運営の健全化に資するために、町債の任意繰上償還に係る経費を当初予算において計上しているところであります。
　その他の主な事業としては、環境の町として、住宅用太陽光発電システム設置補助金や合併処理浄化槽設置補助金等、環境に配慮した予算を引き続き計上しております。

　定住促進策では、築上東高等学校跡地分譲地の販売促進ということで、来る３月２１日に「コモンパーク上毛彩葉（いろは）」の街びらき住宅祭が開催されますが、２６年度に向けての販売促進を行いますとともに、いろはの２工区の宅地造成工事予算、空き家バンク、田舎暮らし研究交流サロン等の予算を計上しております。
　また、臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給付金経費、継続事業として、婦人がん検診の拡充、地籍調査事業経費、地域づくり活動経費、防災計画の改定に伴うハザードマップ等の作成予算を計上しております。

　平成２６年度予算の歳入財源につきましては、町税が対前年度で１４.６％増の６億３,６３９万円、地方交付税は地方財政計画により総額１％の減額の方針が示されておりますので２２億６,０００万円を見込んでおります。
　歳入財源の７２.３％が依存財源である本町の財政構造を十分に認識し、今後、事業展開される、耐用年数を超えた公共施設等の総合的な管理による老朽化対策の推進に備えて、財源確保のために健全な行財政運営を図ってまいります。

　議案第１４号、平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計予算でありますが、予算総額１０億３,６０６万４,０００円で、対前年比０.６％の減額予算であります。

　本町の１人当たりの国保医療費は、長年にわたり県内では高い水準にあり、徹底した生活習慣病予防対策の推進が、今後とも最重要課題であることに変わりはありません。２６年度予算におきましては、検診機会のなかった国保若年層の検診をさらに推進するとともに、きめ細やかな保健指導を強化し、国保被保険者の健康づくりを支えるための予算を計上しています。

　なお、本町の国保財政は依然として厳しい運営ではありますが、４月以降、７０歳を迎える方の医療費負担が２割となることや、新たに実施される低所得者への保険料軽減の拡充措置を適切に反映させる観点から、平成２６年度における保険税率の引き上げは困難と判断いたしました。なお、財源不足分につきましては一般会計と基金から充当する予算で計上いたしております。

　議案第１５号、平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算。予算総額１億３,２４６万１,０００円で、対前年比１.５％の減額予算であります。平成２６年度は２年ごとの保険料改定の年に当たりますとともに保険料軽減対象者の拡大や賦課限度額の見直しが行われることから、これらの影響を考慮し、必要な予算を計上しています。引き続き、被保険者への理解促進を図り、制度の定着化と円滑な運営に努めてまいります。

　議案第１６号、平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算。予算総額５,９３８万４,０００円で、対前年比１％の増額予算であり、２５年度とほぼ同額の予算規模であります。現在２４８戸が接続し、接続率は７２.９％であります。今後も加入推進に努めてまいります。

　議案第１７号、平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計予算。予算総額３億９７２万４,０００円で、対前年比２９３％の大幅な増額予算であります。この増額の要因につきましては、２６年度から、本格的に簡易水道拡張区域の布設工事に着手しますので、大幅な増額予算となっています。現在、９０３戸が加入しており、簡易水道事業の拡張計画に伴い、最終的には１,０６０戸の給水戸数となる予定でございます。今後とも生活環境の整備に努めてまいります。

　議案第１８号、平成２６年度上毛町奨学資金等特別会計予算。予算総額１,２３２万８,０００円で、対前年比５.９％の減額予算であります。経済的理由で就学困難な方に対し奨学資金を貸し付け、大学まで進学可能な支援制度として運用しております。今年度末で１４名が貸し付け中、４６名が償還中であり、順調に返済されていることをあわせて御報告いたします。

　議案第１９号、平成２６年度上毛町住宅新築資金特別会計予算。予算総額、７万５,０００円で、２５年度と同額の予算規模であり、事務費のみの予算となっております。

　議案第２０号、町道路線の変更について。県道の改良工事等に伴い、隣接する町道の起点の変更及び道路舗装工事等により、終点の変更をすることに伴い、議会の議決を求めるものであります。

　議案第２１号、町道路線の認定について。町内の圃場整備事業地区内の農道について、舗装工事等により、町が管理する道路としての必要性が生じたことに伴い、新たに町道を認定するに当たり、議会の議決を求めるものであります。
　以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎重に御審議をいただき、御承認、御可決くださいますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明を終わります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（大山　晃君）提案理由の説明が終わりました。
　これから提案理由に対する総括質疑を行いますが、前にも述べましたように、本日審議する案件に対する質疑は、議案内容の説明の際に行っていただきますよう御協力をお願いいたします。
　それでは、提案理由に対する総括質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　宮本議員。
○２番（宮本理一郎君）今、町長の御説明がございまして、予算総額は昨対の４.６％減額の減額予算。しかも７２％が依存財源だということでございまして、そんな中におかれまして、行政機構の改革を実行なされると具体的なお話がございまして、坪根新町長のお考えが色濃く反映されているというふうに感じたわけでございますが、中でも、子ども未来課の新設、あるいは高齢者福祉課を長寿福祉課というふうに名称を変更されるということで、町長の並々ならぬお考えがこの辺に反映されているかと思うんですが、具体的にこの辺の思いが、どのような形で予算に反映されているかというところをお聞かせください。

○議長（大山　晃君）町長。
○町長（坪根秀介君）具体的と言われましても、一応、例えば中学生の医療費を無料化するとか、そのような形で考えるところで、ひとまずは、全協の中でも説明いたしましたように、わかりやすいワンストップサービスを実行するということで考えておるところでございます。

○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。

　宮本議員。

○２番（宮本理一郎君）私が聞きたかったのは、こういうふうな厳しい予算内でいろんな新しいことを取り組む際において、町長の思いというものをお聞かせいただきたかったんですが。

　次に、これに伴って総合窓口課の廃止ということでございますが、住民サービスという面から見て、総合窓口課の果たす役割はかなり大きかったわけでございますが、その辺の今後のマイナス影響等々が出ないような措置は講じているんでございましょうか。

○議長（大山　晃君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）マイナス影響ということでございますが、そういう影響はないものと確信しております。

　以上です。

○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）平成２６年度一般会計当初予算の説明資料の中の１ページのところを伺います。当初予算が前年比で２億１,０００万円減となっています。４.何パーセントですかね、減となっています。主要なものについては説明されました。３点ほど述べたと思います。それで、新吉富保育所民営化に伴う基準財政需要額の減少を考えられるということがありますので、この基準財政需要額が前年と比べてどうなったのか、その数字についてお伺いいたします。
　それから、大きい３の歳出のところ。平成２６年度予算編成主要施策とあります。ここで①から④まであります。これについて、以前からやっているものと町長が公約されたものがあると思います。それで、以前からやっているものはわかるわけですが、町長が公約されたものについて、どういう形で取り組もうと。公約されていたものについて、どういうものが上げられているのか、そのお考えを伺います。

　特に、私がお聞きしたいのは、４のところの行財政改革の中で、ＱＣ活動を活用するというのがありましたね、公約の中にね。これで、企業のＱＣ活動を実際にどういうふうな形でやられるのか、町長のお考えをお伺いしたいと思います。

○議長（大山　晃君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）まず、１点目の基準財政需要額ですが、４,０００万円弱というふうに認識をしております。それから、ちょっと事務的な分野もございますが、予算編成主要施策の１から４までということでございますが、先ほど町長のほうが提案理由の中で説明したとおりというふうに私のほうは思っております。

○議長（大山　晃君）町長。

○町長（坪根秀介君）説明したというように思っておるわけでございますけれども、ＱＣ、クオリティーをコントロールするということで、子ども未来課と長寿福祉課、教務課が連携をしてワンストップサービスをいたすと。住民に対して、たらい回しをしないということで、どこの課に行っても対応ができるような、そういうサービスに変えていくということで、子供を中心とした３課、４課の連携というものがモデルになって行政全般に波及をしていくと考えておるところでございます。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

　安元議員。

○７番（安元慶彦君）私は、今、町長が述べました中で、農業関係につきましてちょっとお尋ねしたいと思います。

　平成２６年度から、安倍政権が目指しております、これは２５年度の補正予算の中にもあるわけですけれども、農地の集約化というような中で、私は、先般の一般質問の中でも出しましたけれども、今、上毛町のような圃場形態では、一言で言いますと、農業ではなかなか飯は食いにくいと。施設園芸は別ですが、普通作等においては、一定の面積をやっぱり経営しないと、なかなか利益というものは上がりませんから、そういう中で大型化を目指した一つの基盤整備ということを、私はやるべきだと言いましたけれども。

　この前、説明会がありました。行政と農協が来て、私どもは西吉地区ですから、げんきの杜ですので聞きに行きましたけれども、管理機構のほうが必要に応じて基盤整備もやるんだというような説明があって、私も尋ねました。それは、なかなか適用しない。わかりやすく言いますと、隣同士で同点の基盤の圃場があって、そこに所有者が違うから小さな畦畔がある。そういうものぐらいは取り除くことがあるでしょうと。そういう条件がかなわないと、そういうものは適用しないということのようでしたし、そういうことになりますと、本町で２０町、３０町のものを経営するといったら、なかなか物理的に私は困難であろうというふうに思っておりますし、そういう考えは町のほうでは持たないのかどうか。

　それから、今までもありましたけれども、飼料米を非常に今、勧めております。最高１０アール１０万５,０００円ですか、そういうものを出すからしなさいということですが、これも取り組もうと思うと非常に困難です。わかりやすく言いますと、苗は自分で仕立てなさいと。そして、できたものは豊前市の才尾まで運びなさいと。こういう条件の中では、なかなかやる気になれないというのが、私は農家の本音であろうと思うわけですね。ですから、そういうものに対する行政としての考えというものを、私は出していくべきと思うんですが、どんなものでしょうか。

　それから、町長が申しました太陽光の関係でございますが、本町は補助率がよくて、だんだん進んできておりますが、最近、これをビジネスというふうにして農地を使ってやっておる。こういうことになりますと、当然、農地転用というものが出てくるわけでございます。こういうものを容易にしてまでもやるのかどうか、本町の考え方としてですね。本町には今何件あるか存じませんけれども、だんだん、こういうものが私は出てくるんであろうというふうに思いますし、由布市においては、やっぱり景観を損なうということで条例を制定して一定の歯どめをかけるということも出ております。農業を基幹とする本町におきましては、そういったものを容認するのか、あるいは厳しく農地法というものを出して、とめるところはとめていくというふうな考えなのか、そこら辺をお尋ねいたします。

○議長（大山　晃君）町長。

○町長（坪根秀介君）専門的な分野は所管のほうでお答えさせますが、私からは太陽光についてございますけれども、農地転用してまでやるのかということについては、私も賛成をいたしかねるところでございますし、やはり今、人口が減少している中で、できれば人口をふやすような施策を打つことが先ではないかというふうに思っているところでございます。

○議長（大山　晃君）産業振興課長。
○産業振興課長（永野英憲君）それでは、私のほうから、まず１番目の圃場の大区画化につきましての答弁をさせていただきます。

　この圃場の大区画化につきましては、先ほどの議員さんの御質問の中にありましたように、平成２６年度、早ければ２５年度には、各県のほうに農地中間管理機構というものが設置をされます。それで、担い手のほうに農地の集積化をやっていこうというような動きがございます。その中で、先ほど言いましたように、同点基盤等で中あぜ等があれば、そういう畦畔については除去をして作業効率をよくするというようなことが、中間管理機構の中で取り組まれるというふうに私たちも、今、理解をしているところでございます。

　まず、私どもの考えといたしましては、今、国が言いますように、１０年後には担い手、現在５割の集積を８割までもっていくというようなことで、今、農政のほうで進められておりますので、まず、担い手に集積を図りたいというふうに考えています。まず、集積を図った後に、そういう条件等が整えば、その段階で、圃場の大区画化等の検討が必要ではないだろうかというふうに、まず、思っております。だから、まず、担い手への農地への集積、現在、人・農地プランを平成２４年に策定し、また、今回それとリンクしたところの農地中間管理機構での担い手への集積ということでございますので、まず、それに取り組ませていただきたい。その後に、そういう条件整備等が必要ならば検討させていただきたいというふうに考えております。

　それから、飼料用米でございます。飼料用米につきましては、もう御存じとは思いますが、現在、毎年、主食用米が８万トン減っているというような中で、国のほうが、水田を水田として活用しながら転作を本作に持っていくというような政策の中から生まれた飼料用米の推進ということで、私は理解しております。この飼料用米につきましては、本当に、今、上毛町につきましては、余り多くの作付がございません。また、議員さんが言われましたように、説明会の中でもそういう御意見がございました。
　一つといたしましては、飼料用米は、１反当たりつくったら１０万５,０００円出るということではございません。ある一定収量をとらなければ１０万５,０００円は出ないというようなところでございますので、条件的にも、そういうかなりいい条件でなければ１０万５,０００円が取れないというような転作の作物ということでも私どもは理解しております。

　今、言いましたように、苗も自分でというようなことでございます。また、八ツ並のカントリーでは荷受けができないというふうに聞いておりますが、荷受けにつきましては、今、農協のほうが八ツ並まで持ってきていただければ、それから農協が豊前の才尾のカントリーまで運ぶというような検討をやっているということは、今の段階では聞いております。それからあと、苗等についても、これまで産業振興課内だけの検討といいますか協議をやっておるんですが、どうしても平場、平たん部については、本町といたしましては、今までどおり、大豆の転作をまず推奨したいということで考えております。

　どうしてもこの飼料用米につきましては湿害、また麦、大豆ができないような圃場への推進ということになろうかと思いますが、それにつきましては、まず考えられるのが中山間地域、今、麦、大豆ができないような地域については、飼料用米の推進を図らなければならないというふうには考えております。
　そういう段階で、今、本町では、大豆、麦に対しては種子の更新に対しまして補助事業がございます。もしできれば、まだこれは課内だけの検討事項なんですが、今後飼料用米を推進するに当たり、種子等の補助ができればというようなことは、今現在、課内で考えさせていただいているところでございます。
　以上でございます。

○議長（大山　晃君）安元議員。

○７番（安元慶彦君）集積の関係は、課長が今言いましたが、鶏が先か卵が先かちゅうような話で、集積ができるならば、そういった圃場の条件というものを考えると。私は逆じゃないかというふうに考えるわけです。そういった条件が整った中で、大きな集積が生じてくるだろうと私は思うわけですよ。そういうところを、本町の農政を進めていく中で、行政がこういう考えを持つべきだというふうに思うわけですよね。そういった国の施策に今からさせて農業所得をふやしていこうというのを、安倍内閣もそういうことで進んでいくわけですから、私はそういうものをひとつタイアップした中で、本町の農政としても、そういう方向性というものを示していくべきではないかなと思うわけですね。

　それで、国のほうがこの程度ですからというのは、これはもう何も言うことはないですけど。そこで、本町としては、町独自にこういうものも一つ考えて、そういう目的達成をやるという考えを出していただかないと。国がするからそのままですということでは身もふたもないようなことになってしまうわけですから、そこら辺を、町長ひとつ取りかからんとですよ。これから農政を進めていく中で、そういう意気込みを一つ持っていただいて。
　それはいろいろなことがあるということも私はわかります。財政的な問題もあるし、民意を求めていかなならん問題も当然出てくるわけでございますけれども、それにひとつ新しい町長としてチャレンジしていただいて、どうしてもそれに民意がついていかんというなら、これはもうしようのないことかもわかりませんけれども、やっぱり方向性として、私は、行政というものは、そういう方向で進んでいくべきであろうというふうに思います。

　急なことでということになると思いますが、もうこれ以上の答弁は求めませんけれども、私は、これからの農政というものは、普通作、米、麦、大豆というものをやっていく中で、そういうものを当然一つの基本ベースとしてやっていくべきであろうというふうに思っております。

　もう答弁要りません。以上です。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、町長の提案理由の説明に対する質疑を終了します。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第２８、発議第１号　玄海・伊方原発再稼働の反対を求める意見書（案）についてを議題とします。

　提出者の提案理由の説明をお願いいたします。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）玄海・伊方原発再稼働の反対を求める意見書（案）の趣旨説明を行います。

　東日本大震災の発生から、間もなく３年がたとうとしています。いまだ破損した原子炉から核燃料の取り出しのめどは立たず、汚染水漏れなどの放射能漏れが相次いでいます。原発が一旦事故を起こせば制御ができない危険で未完成な技術だということが浮き彫りになりました。危険を直視すれば、原発は直ちに廃止すべきであり、長期にわたって原発依存を続けようというのは全く論外です。事故によって、いまだ十数万人にのぼる福島県民が避難生活を送らなければならなくなっており、暮らしも地域も破壊されている実態を見れば、日本中どこでも原発を再稼働し運転することはできないことは明らかであります。
　政府や財界、電力業界などは、原発が停止し石油や天然ガスなどを使用した火力発電所の発電をふやしているため、輸入額がかさみ経営を圧迫しているといいますが、だからといって危険な原発を再稼働し、原発依存を続けようというのは人命軽視、企業経営優先のきわみであり、こうした姿勢は厳しく批判されなければなりません。

　安倍首相が言うように、「現実を見据え」というなら、全国全ての原発がとまっていても、この冬も電力が足りているという現実こそ重要です。原発をこのまま動かさず廃炉に向かえば原発ゼロは実現します。原発の再稼働に費やす資金や技術を再生可能エネルギーの開発に回せば、安定したエネルギー供給も実現できます。実現可能という首相の言葉で言えば、それこそ実現可能であります。日本はきっぱり自然エネルギー、再生可能エネルギーで、世界最大水準のエネルギー転換を目指す、そういう成長戦略を立ててすれば、それが地域経済を上向きにして雇用を生み出し、日本経済の持続的成長にもつながります。議員各位の慎重なる御審議をお願いしまして、趣旨説明を終わります。

○議長（大山　晃君）茂呂議員の趣旨説明に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、茂呂議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第２９、発議第２号　東九州自動車道開通に伴う地域産業振興及び経済効果向上に関する意見書（案）及び日程第３０、発議第３号　東九州自動車道開通に伴う地域産業振興及び経済効果向上に関する決議を一括議題といたします。

　提案者の趣旨説明を求めます。

　宮本議員。

○２番（宮本理一郎君）それでは、申し上げます。発議第２号及び第３号、東九州自動車道開通に伴う地域産業振興及び経済効果向上に関する意見書（案）並びに決議についての趣旨説明を申し上げます。

　来年春、平成２７年３月開通予定である東九州自動車道において、本町には上毛パーキングエリア、スマートインターチェンジが設置されますことは、既に皆様御承知のとおりでございます。このインター開設をもとに、本町並びに周辺地域の産業振興と経済効果の向上等あらゆる活性化を促進すべく対応する必要があると考えます。

　パーキングエリア、スマートインターチェンジが単なる通過点にならないように、利用者を多数本町に呼び込むための中心地にしなければなりません。ここを中心にしてインター周辺の開発、整備、景観、伝統文化といった地域資源の活用や、特産物の販売など、総合的な地域の活性化と人口増加を含めた、本町発展を図る絶好の機会といたさねばなりません。

　みやこ豊津インターから上毛スマートインターまでの間に６カ所のインターが設置され、これまで以上の周辺市町、自治体とのつながりが強まるものと考えます。したがって、このみやこ豊津インターから上毛スマートインター間の上下線どちらからでも一定時間を一旦途中下車し、再び高速道路に乗った場合は、料金が下車したことにならないという制度システムを実現していただきたいと思うのであります。まさに豊前、京築の広域にわたるハイウェイオアシスの計画であり、ぜひとも実現できますよう関係各位に強く要望するものでございます。

　以上でございます。

　何か御質問がございましたら。

○議長（大山　晃君）宮本議員の趣旨説明が終わりました。
　趣旨説明に対する質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認めます。

　質疑なしと認め、宮本議員の趣旨説明に対する質疑を終わります。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これから、本日審議、採決する議案の上程を行います。

　日程第４、選挙第１号　豊前市外二町財産組合議会議員の選挙を行います。

　お諮りします。

　選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。

　したがって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。

　お諮りします。

　指名の方法については、議長が指名することにいたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。

　したがって、議長が指名することと決定しました。

　豊前市外二町財産組合議会議員に安元議員・大山議員を指名します。

　お諮りします。

　ただいま指名した方を豊前市外二町財産組合議会議員の当選人と決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。

　したがって、ただいま指名した安元議員・大山議員が豊前市外二町財産組合議会議員に当選されました。

　会議規則第３３条第２項の規定により、安元議員・大山議員に当選の告知を行います。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第５、諮問第１号　人権擁護委員候補者の推薦についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（川口　彰君）それでは、諮問第１号について朗読によりまして説明にかえさせていただきます。

　諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦について。次の者を人権擁護委員候補者として法務大臣に対し推薦したので議会の意見を求める。平成２６年３月４日提出。上毛町長、坪根秀介。
　氏名、筒井治吉。生年月日、昭和○○年○月○○日生まれ。住所、上毛町大字○○○○○番地○。
　理由でございます。人権擁護委員１名の任期満了に伴い、候補者の推薦について、人権擁護委員法第６条第３号の規定により議会の意見を求めるものでございます。

　現在、４名の人権擁護委員さんが在任中でございます。任期は３年ということでございます。そのうち１名の委員が６月３０日で満期になります。今回、満期になりますと、筒井氏を継続して人権擁護委員としてお願いしたいので、議会に対し意見をお願いするものでございます。

　次のページのほうに参考資料を添付しておりますので、あわせてごらんください。

　以上でございます。
○議長（大山　晃君）説明が終了しました。

　これから、質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認めます。

　討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、人権擁護委員候補者の推薦については、原案のとおり同意することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第６、報告第１号　平成２６年事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは、報告第１号について御説明をさせていただきます。

　報告第１号、平成２６年事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について。平成２６年事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により別紙のとおり報告する。平成２６年３月４日提出。上毛町長、坪根秀介。

　次のページをお願いいたします。事業計画につきましては、朗読により説明をさせていただきます。

　内閣府が２月に発表した月例経済報告においても、景気は緩やかに回復しているとされ、企業収益、雇用情勢及び個人消費も改善傾向にある。景気の先行きについては、輸出が持ち直しに向かい、各種政策の効果が下支えする中で、家計所得や投資が増加し、景気の回復基調が続くことが期待される。ただし、海外景気の下振れが引き続き我が国の景気を下押しするリスクとなっており、消費税税率引き上げに伴う駆け込み需要及びその反動が見込まれる。
　また、地方財政を取り巻く環境は、地方交付税の総額が前年度から減少する見込みであること、東日本大震災に係る地方復興事業費の確保及び社会保障、税一体改革の推進などの課題を勘案すれば、引き続き厳しい状況が続くことが予見される。
　上毛町では、企業の要望に即座に対応できる工業用地が枯渇しているのが現状であり、民有地を紹介するなどの対応に限られている。今年度は、東九州自動車道が開通し、上毛スマートインターチェンジの供用も予定されているため、上毛町においても自動車関連企業をはじめとする製造業のみならず、新たな産業に対する需要も求められてくるものと考えられる。

　このような状況の中、当公社といたしましては、公有地の拡大に関する法律第１７条の規定に基づき、町と連携をとりつつ地域の秩序ある整備と住みよい町づくりに寄与するため、以下の３点により事務事業を推進いたします。
　ということで、１番が、町からの工業団地取得事業の委託要請に基づき、速やかに適地選定と事業計画の策定を行う。２、新たな工業団地の適地検討を行う。３、多様な産業分野からの新規立地の需用に備える。というものが、事業計画となっております。

　次のページをお願いいたします。

　平成２６事業年度上毛町土地開発公社会計予算でございます。

　収入支出予算につきましては、収入、支出、それぞれ９万６,０００円と定めております。

　済みません。４ページをお願いいたします。

　４ページの３の総括でございます。まず、収入の部でございますが、事業外収入と繰越金で、事業外収入の１款１項の基本財産の果実でございますが、これは、５００万円の基本財産の定期預金の利息ということで１,０００円を計上しております。それから、普通預金の利息ということで１,０００円を計上いたしまして、２款１項の繰越金が９万４,０００円ということで、合計いたしまして９万６,０００円の収入を見込んでおるところでございます。前年度の対比では１３万円の減額となっております。
　５ページをお願いいたします。

　支出につきましても、経常的な経費ということで、一般経費の費用弁償を減額いたしまして４万４,０００円、それから租税公課費５万円のみの経費９万４,０００円としております。前年度から１０万９,０００円の減額となっております。事業支出に１,０００円、それから予備費といたしまして１,０００円、合計の９万６,０００円を計上しております。前年比較で１３万円の減額予算となっております。

　以上で、土地開発公社の事業計画及び予算についての御説明を終わらせていただきます。
○議長（大山　晃君）説明が終わりました。

　これに対する質疑を行います。

　質疑はありませんか。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）町長が新しくなったので、お尋ねをいたします。

　内容ついて云々ということはございませんが、合併する前に、旧新吉富の時代に合併の云々で、これを廃止しようと。そういう理由が、旧新吉富の地域内では環境アセスメントといいますか、工場に対する自然の環境というようなことで、もうそれが精いっぱいであるというような状況もありましたけど、旧大平村さん、吉富さんあたりが開発公社を持っていると。そうしたときに、また議論してはいかがかというようなことで存続をしてきたという経緯もあるわけなんです。そうしたことから見て、もうこれは長く使ってないんですよ、開発公社をね。今どんどん開発公社を解消してね、北九州さえ、もともと２００億ぐらいあるのを解消して、経費を見直していくというような傾向が多いわけなんですよ。
　ここでもね、どこでも首長になると工場誘致、工場誘致と、日本中でやるんですよ。なかなか、日本の大企業と言えども、ここに誘致している日産関係あるいは日立の関係あたりにしても、もう内地では工場の拡張はやらない、設備投資もやらないと明言してね、視察に行ったら我々に言うんですよ。そして、日本の人口も減ってくるし、アフリカあたりは多くなって、もう海外に行ってということを言われておるわけなんです。そうしたことで、上毛町といえども決して財源は豊かではないと思います。小さいところからでも整理していくということも、私は必要ではないかと思います。

　そうした観点から、これを廃止していくというような気持ちがあるかどうか。それから、廃止する場合に簿価として何円ぐらいになるのか。その点お尋ねします。

○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。答弁しますか。
　はい。町長。

○町長（坪根秀介君）公社を廃止するかどうかということにつきましては、全協の中でも申し上げましたし、景気は緩やかに回復している中で、神栄電子のほうも戻ってきてくれているということで、私は期待もしているところでございますし、企業誘致を進めてまいりたいというふうに思っていますので、当面は残してまいりたいと思っています。
○議長（大山　晃君）宮崎議員。

○４番（宮崎昌宗君）今回の計画において、多様な産業分野からの新規立地の需用に備えるとありますが、どのような分野というのを想定されていますか。

○議長（大山　晃君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）町内には、自動車産業等々の企業が多いと思います。それ以外の企業の方の分野というふうに考えております。
○議長（大山　晃君）宮崎議員。

○４番（宮崎昌宗君）これまで、毎年３月に事業計画を出されているんですけど、これまで何名か、ほかの議員の方も議論されていましたが、こういった土地を準備して備えるべきじゃないかというような議論があったと思います。
　この計画であると、要するに、民間業者から要請があったら、それから土地を探して造成していくというような、余りにもスピードを感じられないような計画だったと思います。ここは新町長もですね、スピード感をもって取り組みたいというような、全体的な政策の中でもありましたので、新たな方針として、こういった先手先手を打って、まず土地を確保して、どうぞ来てください、すぐ始められるような体制をつくるのか、それとも、これまでのように民間業者から依頼があって土地を探して造成するというような、ちょっとスピード感がないような取り組みでやっていくのか、どちらで行っていこうと考えているのでしょうか。
○議長（大山　晃君）町長。

○町長（坪根秀介君）当然、スピード感をもってＰＲをして、トップセールスに努めてまいりたいと思っております。

○議長（大山　晃君）宮崎議員。

○４番（宮崎昌宗君）それでは、土地の造成とかいったものに関しては、これまでどおり、あればスピード感をもって対応するという、事前に準備はしないというような方針でよろしいでしょうか。

○議長（大山　晃君）町長。

○町長（坪根秀介君）誘致のことでございますので、今後十分に検討しながら進めてまいりたいというふうに思っております。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

　宮本議員。

○２番（宮本理一郎君）先ほど亀頭議員のお話にありましたが、やめるということは、まず考えられないというふうに思うんですが、インター設置に伴い本町が活性化に取り組んでいこうという矢先でございまして、ましてインター周辺の開発整備というものが、恐らく視野にあってのことだというふうに思います。したがって、そのインター周辺の開発整備を視野に入れた意味での問題なのかということと、あと、公有地の拡大というふうに書いていますが、適地を検討する際に、公有地あるいは民有地の獲得にも行政が今後動くのかと、そういうような意向はどうですか。

○議長（大山　晃君）町長。

○町長（坪根秀介君）インターとどう絡めるかという質問だと思いますけれども、私の中では、そういうことも含めて考えてまいりたいと思っておりますが、いずれにしましても、これは所有者がおることも想定されますので、余り口外されると問題がある部分もあると思いますので控えたいと思います。
○議長（大山　晃君）宮本議員。

○２番（宮本理一郎君）やっぱり、行政が民有地等々に手を出すということになりますと、今、町長がおっしゃったような、いろんな憶測を生むと、あるいは地価を上げるというような問題も生じかねないと思いますから、その辺は十分考慮の上やっていただきたいというふうに思うんですが、現在、工業進出つまり企業進出の要望が、具体的に来ておりますか。
○議長（大山　晃君）宮本議員、この件につきましては報告事項でございますので、御了解ください。

○２番（宮本理一郎君）わかりました。

○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）東九州自動車道の開通に伴い、上毛町スマートインターチェンジの供用も予定されているため、上毛町においても自動車関係企業をはじめとする製造業のみならず、新たな産業に対する需要が求められるものと考えるという基本的な考えが述べられています。

　そこで伺うわけですが、今、自動車各社は海外で生産台数をふやしています。円安にもかかわらず輸出台数は減っています。こういう状況のもとで、将来、需要拡大も見込めない状況ではないかと考えますが、どうなんでしょうか。

　それから、新たな産業に対する需要が求められるとありますが、どのような産業をターゲットにしているのか。

　それから、今後スマートインターが開通すれば、これを利用するのは、工場誘致というか工業製品だけの物流ではなく、農産物の物流も考えて、上毛町の農家に農産物をつくっていただいて、北九州なり大分なり、そちらのほうに農産物を運ぶということも、私は考えるべき一つの方向だと思いますが、その点についての考えをお伺いいたします。
○議長（大山　晃君）町長。

○町長（坪根秀介君）今後、公社を残すか残さないかということについての議論は、先ほど亀頭議員もおっしゃいましたけれども、残したほうがいい、残さないほうがいい、賛否両論あった中で、まあ残したほうがいいということで今進めているわけでございまして、その中身につきましては、今後、十分に検討してまいりたいと思いますし、先ほど申し上げましたように、余り情報が漏れると、企業のほうにとっても不都合な点も出ると思いますので、その辺は、どういうところを呼ぶか呼ばないかということは、今のところは差し控えたいと思います。

○議長（大山　晃君）ほかにないですね。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで質疑を終わります。

　本件の報告を終了いたします。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第７、議案第１号　上毛町課設置条例等の一部を改正する条例についてを議題といたします。

　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（川口　彰君）それでは、議案第１号について御説明いたします。

　議案第１号、上毛町課設置条例等の一部を改正する条例について。上毛町課設置条例等の一部を改正する条例案を別紙のとおり提出する。平成２６年３月４日提出。上毛町長、坪根秀介。

　理由でございます。

　子供の総合的支援を行うため、新たに子ども未来課を設置することに伴い、関係条例の整備が必要であるため、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるものである。

　今回、来月４月１日より、冒頭、町長が説明しましたように、新課として子ども未来課の設置を予定しているところでございますが、上毛町課設置条例及び関連条例あわせまして５条例ありますが、今回、議案第１号で、この５条例を一括して一部改正を行うものでございます。

　まず、今回の新課、子ども未来課の設置目的等でございますが、これも町長が説明したことと重複いたしますが、再度、説明させていただきます。

　上毛町の未来を担う子供及び子育ての総合的支援と、働く世代及び高齢者世代も含めた町民の未来にわたる健康増進を行うために、子供世代に対する支援と町民の健康支援等を連携して担う部署を立ち上げ、かつ平成２７年度から本格施行されます子ども・子育て関連三法に伴いまして、町としての子育てをめぐる課題に対する取り組みをより効果的に行うことを目的といたしまして、新課、子ども未来課を設置するものでございます。

　この設置によりまして、現在、各課で事業展開をしております各種の健康対策事業あるいは子育て支援事業を、新課に窓口を一本化、ワンストップ化することによりまして、町民に対するなお一層の行政サービスの向上、提供を図るということで、この子ども未来課を設置する予定にしていますが、これに関連いたしまして整備する条例が、先ほど申し上げましたように５条例ございますが、詳細につきましては３ページ目の新旧対照表のほうで説明をしていきます。
　３ページをごらんください。まず、整備を行う条例の１番目ということで、上毛町課設置条例でございます。第１条の課の設置ということで、子ども未来課の新設と健康福祉課を長寿福祉課に課名の改正を行うものであります。

　同じく、第２条の、各課の事務分掌でございますが、次のページのほうをお願いしたいと思います。総務課分でございますが、改正案の第７号、８号で、大平支所の管理運営、調整に関することを総務課所管ということにしております。また、次の住民課の現行条例の６号、７号の児童福祉と少子化対策に関することを削除しております。

　次に、健康福祉課を長寿福祉課に改正し、現行条例の１号の保健に関することを削除しております。

　次に、５ページのほうをお願いいたします。子ども未来課が所管する業務ということで、改正条例案の１号で子育て支援に関すること、２号で児童福祉に関すること、それから３号で少子化対策に関すること、４号で保健に関することということで上げております。

　６ページのほうをお願いいたします。２番目の条例改正でございます。上毛町役場支所及び出張所設置条例でございます。現行条例の第３条でございますが、大平支所に総合窓口課を置くという部分を削除させていただいております。なお、支所機能につきましては今までと変わりませんということを補足させていただきます。

　次に、７ページになりますが、３番目の改正でございます。上毛町立児童遊園条例の改正でございます。第３条で、管理課を、住民課から新課の子ども未来課に変更するための改正でございます。

　次、８ページのほうをお願いいたします。４番目で、上毛町老人保健福祉計画推進協議会条例でございます。今回、名称のほうも改正させていただきます。名称につきましては、上毛町老人保健福祉計画推進協議会条例の中の老人の部分を高齢者に改めまして、上毛町高齢者保健福祉計画推進協議会条例とするものでございます。この改正に伴いまして、第１条で協議会名称の改正を行っております。
　それから、第７条の庶務でございますが、庶務担当課を健康福祉課から長寿福祉課に改正するものでございます。

　最後に、９ページになりますが、５番目の改正条例ということで、上毛町予防接種健康被害調査委員会条例につきましても、第７条で庶務担当課を健康福祉課から子ども未来課に改正するものでございます。

　以上でございます。
○議長（大山　晃君）議案内容の説明が終わりました。

　説明に対する質疑を行います。

　質疑はありませんか。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）大変名前のいい子ども未来課を新しく設置するということで、私は新しい課を設置するというような観点から町長に二、三お尋ねをいたします。
　私なりに、戦後子供に対する我が国あるいは上毛町あたりが、どういった取り組みをしているかを、ちょっと考えてみましたところ、戦後、岩手県沢内村の村長が、土木行政をやらない乳幼児死亡ゼロ対策ということで取り組まれていたのが戦後の乳幼児死亡ゼロ作戦だと私は考えています。そうしたことで、国がいろいろな予防あるいは医療といったことで積極的に乳幼児死亡ゼロ作戦を行って、今日では、先進国でも非常になしておるといわれております。

　また、学校教育等においては、教科書の無料化あるいは高等学校の授業料の無料化、あるいは大学、専門学校あたりに進めば、向学心さえあれば、いろいろな奨学金制度にも国は取り組んでいます。また、上毛町においても、幼児に対する保育料の大幅な削減に取り組んでいる、少子化対策に取り組まれています。また、中学校では、上毛塾あるいは海外学習等も取り組まれている。それなりの子供に対する教育部門あるいは医療部門についても手厚く、制度としては成り立っておるのではなかろうかと思います。そうした観点から、今度、新しく町長がこうした取り組みをすれば、なお一層充実をしていくのではなかろうかと考えるわけでございます。

　ただ、国の行政改革等、あるいは地方制度調査会で、昨年２５年６月ですか、西尾会長が安倍総理に出した文書においても、上のほう、省庁の統廃合ということで縦割り行政をなくしていくというような形の取り組み方をしています。地方においても、自治体は違っても、いろいろな角度からの共同の設置機関を設けなさいというようなことにも取り組まれて、そうして専門性を高めるというようなこともあるわけでございます。
　私が一番心配するのが、８，０００人そこそこ、あるいは１００名ぐらいの職員の中で、縦割り的なところをやはり解消していくと。こうしたことが一番大事じゃないかと。子ども未来課の専門的な係を設けることには、私は大賛成ですが、新たに課を設置するということになれば、なお一層細分化していくのではないかと、こういうふうな感じがするんですが、その点、町長はどうお考えになっていますか。
○議長（大山　晃君）町長。

○町長（坪根秀介君）御心配されることはもっともだろうというふうに思っているわけでございますけれども、新課をつくるということで連携を図るように今回は考えておるわけでございまして、課を削減すれば対応できるのかということではないと私は思っております。連携を図ることによりまして、他課からもいろんなアドバイスもいただけると思いますし、先ほどマニュアルの作成等ということも申し上げましたが、どの課に行っても対応できるようなマニュアルがあれば、しっかりとその辺の連携は図れるというふうに思っております。

　課をふやすということに対しては、職員の仕事がふえるというふうに感じておられるんだろうと思いますけれども、私はそういうことは、最初の時点では多少ふえる部分もあると思いますけれども、なれていけば、そっちのほうが仕事内容というのは、むしろシンプルになって対応できていくのではなかろうかと思っております。
○議長（大山　晃君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）町長は、成人式とか、あるいはいろんなところで、よくクラーク博士の言葉を引用されます。私は大変すばらしいことと思っていつも聞いているわけでございます。

　明治９年に札幌農学校のときにクラーク博士が見えて、その教育方針が基本理念となっております。何かというと、キリスト教主義がもとになって、その文化教養を植えつけて学生の指導に当たった。制度云々ではなかったんですね。２回目、明治１０年７月に２期生として入学した内村鑑三とか新渡戸稲造あたりもそうだと思うんですが、その２カ月前にクラーク博士はいなかったんです。何が今の日本の子供たちに伝えられる言葉になったか、あるいは日本の農業に、アメリカ式のものを一般的に植えつけることができたかというと、私はこの理念と思うんですね。制度よりもそうした理念。そして職員あたりがそれを受け継いでいたということが大事なんです。

　長州藩の五人組といいますか、４カ月かけてイギリスに行って勉強した、伊藤博文はそうじゃないのかな、井上馨あたりが、日本に帰って取り組んだのが、制度ではない、民力であるというようなことで、駒場農学校が、イギリスあるいはヨーロッパ方式の農業を我が国に植えつけてきたと思います。そうしたことから、今日、典型的な中山間地域事業の直接支払い。今度、安倍総理が日本版をこしらえて定着させていくと。地産地消ですね。まねをすることは悪いとは私は思いませんけど。ヨーロッパ方式、それが我が国の（　　　　）。

　本町においても、旧大平村の安村さんですか、土地改良事業の大技術をふるって、この地域にも多くの新しい大きな仕事を、村長のときには貢献なさって頑張っておられたということは、大きな実績ではなかろうかと。やっぱり郷土への思いがあってこそ、そうしたことに力を貸していただいたのではないかと。

　そういったことで、制度以上に、あなたの政治理念を職員の皆さん方に植えつけるといいますか、議論の交流の中から施策に情熱を燃やしていただけるような形で政策に取り組んでいただきたい。

　こうした新たな課が決して消滅しないように。いろいろと新しくできると、お互いまねをしてみたり、典型的なのがすぐやる係、すぐなくなる係になってしまいました。だから、新しいものには非常に興味を持つけれども、これからやっぱり子々孫々といいますか、行政のある限り継続をしていく。特に、子供を育てる教育というのは、１０年、２０年継続してこそ、やっぱり私は成果が出るのではないかと思いますので、十分そうしたことを職員の皆さん方にも理解いただけるように、町長としての施策の交流、理念を理解していただくように取り組んでいただきたいと思います。
　それから、もう１点。地方公務員法で、一人の職員が業務ちゅうか職務ちゅうか、その兼務は、地方公務員はできるんですね。
○議長（大山　晃君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）今までどおりできると確信しております。
○１０番（亀頭寿太郎君）もう一回いいのかな。もう３回になったんかな。

○議長（大山　晃君）はい。もう一回どうぞ。

○１０番（亀頭寿太郎君）いいですか。

　そうすると、うちの、今、議会事務局も、１.何ぼかで兼務していると思うんですね。そうした形の職員が何名ぐらいおられるんですか。

○議長（大山　晃君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）今、議会事務局の係長が総合窓口係のほうと兼務しておりますし、農業委員会がございます。文化財のほうもございますので、三、四名……。はっきり把握してなくて済みません。三、四名いると思います。
○１０番（亀頭寿太郎君）以上です。
○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。

　三田議員。

○６番（三田敏和君）一つだけ。少子化とか高齢化に対する対応がこれから出てくると思うんですが、高齢化というのは６５歳というような基準があると思うんですが、少子化というのは、どうも１４歳と私は聞いたことがあるのですが。少子化、少子というのはどこから基準、何歳からなのかとか、高齢化は何ぼからかといったときに、少子というのは１４歳以下というふうに聞いたことがあるのですが、結局、少子という意味で、子ども未来課は１８歳まできちっと対応するというような考え方でよろしいんでしょうか。
○議長（大山　晃君）はい。町長。

○町長（坪根秀介君）基本的には、少子化を食いとめたいというような思いもありまして、それと、前も言いましたが、立派な、たくましい子供を育てるという意味で、縦割りではなく、大人にするまでということで、ゼロから１８ということを申し上げているところです。
○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。

　はい。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）業務内容の変更もなく、史跡の仕事も現在のままということで、総務課所管にするということで、西友枝、東上の地域振興について、日常的な相談に乗ったり、そういう仕事をしていると思うんですよ。係長となると、やっぱり課長とも相談したいこともあるだろうし、そういうことで、総務課長はそこまで対応できないと思うんですよね。その点について、どのように考えておられるのか。
　それから、子ども未来課所管ということで、学童保育、子育て支援を総務課所管にしている。そうすると、現在は支所のほうでやっていますよね。何かあっても即座に対応できると思うんですよね、今の制度ではね。ですから、そういう状態は残しておくべきと私は思うんですよ。健康とか人命にかかわる問題ですからね。そういう意味で、指揮命令系統をどのように考えて、機敏に対応できるようなことを考えておられるのかお伺いいたします。

○議長（大山　晃君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）まず、総務課所管ということで対応できないのではないかという質問でございますが、当然、内容によりましては、私のほうが直接指示をいたしますし、それ以外については、総合窓口係がありますので、それで対応できると確信しております。

　それから、今まで支所から、学童保育と子育て支援センターの件でございますが、これは、ここだけではなくて南吉富にもありますし、ほかの地区にもございます。結果的には、それを考えますと、基本的には庁舎、子ども未来課の中にあったほうが、その三つのことを考えれば、十分機能を発揮できるのではなかろうかと考えております。

○議長（大山　晃君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）総務課長は、地域おこしの問題について、日常的に対応するということですけれども、大変ではなかろうかと思います。やっぱり総務課長というのは、それなりの重責があるし、それはなるべく避けたほうがいいのではなかろうかと思います。全体の課を見らんといけませんからね。私はそういう思いを持っています。

　それから、学童保育とかは、西吉などはそうなっていないからということではなくて、実際に個々の支所にあるということについて、そういうことは即座に対応できるというシステムになっているので、それはそういう方向で解決していけばいいと思うんですよ。

　私が聞きたいのは、今の係長待遇をどうするとか、やろうという考えがあるのかどうか、その点をお伺いいたします。

○議長（大山　晃君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）質問の意図がわからないんですけれども、総合窓口課が、どういう対応のことを言っているんですか。事務的な対応ですか。

○８番（茂呂孝志君）子供さんですからね、小さいですから、いつ発熱するかわからないし、また、いつ、どういう事故が起こるかわからないという想定のもとに、今の支所で指揮命令ができるのであれば、私は即座に対応できると思うんですよ。それが、本庁となると、少し距離があって対応が遅れるかなということで。大平支所を見ると、そういう点は、西吉富と比べるとすぐれているということで、お尋ねしているわけですよ。悪いほうに合わせるんじゃなくて、やっぱり即座に対応できるほうに合わせていくべきではないかなと思います。いいほうを崩してしまうということは、どういう考えかということで、お尋ねしています。

○議長（大山　晃君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）詳細は、総合窓口課長のほうが答弁すると思いますが、今の対応、要するに、健康面の対応につきましては、当然、指導員等が行っていると思っていますし、そこらは支所のほうで直接対応ということは、今まではなかったと思っております。

○議長（大山　晃君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）先ほど総務課長が申し上げましたように、学童あたりは三つありまして、支所の中には一つ、大平にございます。先ほど言った発熱とか、そういった場合は、指導員が対応しておりますし、まず、保護者のほうに連絡する。そして病院に連れて行く。そういったのを随時、担当課に連絡を入れるとなっておりますので。それが、仮に子ども未来課に移っても問題ないというふうに思っております。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑を終了します。

　これから、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

　どうぞ。

○６番（三田敏和君）私は、賛成の立場で討論いたします。

　住民が安心して役場に来て、いろんなサービスがワンストップで提供できると。それをスピード感をもってやられるのは、非常にいいことではないかなと思います。その中で、ぜひ仕事の質を高めて納期をきちんと守る、それがＱＣだというふうに思いますので、その辺をぜひ取り入れていただきたいということで賛成討論といたします。

○議長（大山　晃君）ほかに賛成討論ございませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論を終わります。

　これから、本案を採決します。
　本案を、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（大山　晃君）全会一致で可決することに決しました。
　暫時休憩をいたしたいと思います。午後１時再開をしたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１１時５０分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　１時００分

○議長（大山　晃君）休憩前に引き続き会議を開きます。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（大山　晃君）日程第８、議案第２号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第９号）を議題といたします。

　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（川口　彰君）それでは、議案第２号について、私のほうから提案また説明をさせていただきます。
　議案第２号、平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第９号）。平成２５年度上毛町の一般会計補正予算第９号は次に定めるところによる。

　第１条でございます。歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７１５万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４８億２,７３２万６,０００円とするものでございます。
　次に、第２条、それから第３条、第４条の繰越明許費についての追加、それから債務負担行為の変更、それから、地方債の変更はそれぞれの表の補正によるということでございます。
　平成２６年３月４日提出。上毛町長、坪根秀介。
　それでは、補正予算の概要でございます。

　まず、６ページのほうをお願いいたします。

　まず、第２号の繰越明許費の補正ということでございます。今回、新たに追加をお願いするものということで、まず、２款６項の企画費で、魅力ある空き家活用情報発信事業でございます。事業開始が３月となるため、新たに追加で７７０万円の繰り越しをお願いするものでございます。

　それから同じく企画費でございます。築上東高等学校跡地建築条件付宅地分譲事業でございます。１期分の分譲地の販売が完売されていないため、２期分譲地分の広告宣伝費等で７００万円の繰り越しをお願いいたします。
　それから、３款２項の児童福祉費で、子ども・子育て支援関係のシステムの導入事業等事業計画策定事業でございます。国におきまして、この事業の基本指針等の提示事務がおくれたため追加をお願いするものでございます。新政策に係るシステム導入事業の追加が新たに５４０万円、同じく事業計画策定事業の追加が新たに１５７万５,０００円。以上、今回、繰越明許費の補正増額でお願いするものでございます。

　それから、次のページ、第３表でございます。第３表の債務負担行為の補正でございます。げんきの杜の指定管理料の限度額を１億１００万円から１億２４５万７,０００円に変更をお願いするものでございます。これにつきましては、げんきの杜の図書館の図書運用システムを変更することに伴いまして、その経費を増額するものでございます。
　次の第４表の地方債の補正でございます。当初、出資債ということで京築地区水道企業団の出資金に充てるための地方債を計上しておりましたが、一般財源に変更したために廃止するものでございます。
　次に、８ページをお願いいたします。８ページの歳入歳出補正予算の事業別明細書でございます。
　まず、歳入でございます。１款の地方税でございますが、これは１０ページのほうに内訳が載っておりますが、地方税で１億１,１５０万円の増額補正を行っておりますが、個人町民税を２,３００万円、それから法人町民税を７,７００万円、固定資産税を１,３００万円、たばこ税で２００万円をそれぞれ増額し、入湯税を３５０万円減額し、差し引きで１億１,１５０万円の増額補正をお願いするものでございます。

　次に、９款の地方交付税の関係でございますが、今回、２,７０２万２,０００円の補正を行っております。まず、普通交付税で２０８万２,０００円を増額計上しておりますが、これにつきましては普通交付税の確定によりまして、２２億４,８０６万７,０００円となります。なお、９月議会におきまして、この普通交付税につきましては減額計上しておりましたが、今回増額ということになります。これにつきましては、国の補正予算に伴いまして減額されたものが復活したということで、今回の増額ということでございます。
　それから、特別交付税でございます。これは見込みでございますが、今回２,４９４万円を追加いたしまして、総額で１億８,４９４万円を見込んでおります。現時点では、地方交付税の総額見込みは２４億３,３００万７,０００円ということで見込んでいるところでございます。

　次に、１１款の、分担金及び負担金でございます。１４５万円の減額補正を行っておりますが、主として保育料の１２０万円の減額でございます。
　次に、１２款の使用料及び手数料でございます。２５７万円の減額補正でございます。主といたしまして公営住宅使用料の２００万円の減額が主なものでございます。

　次に、１３款の国庫支出金でございますが、５３６万円の減額を行っておりますが、これにつきましては、主として児童手当国庫負担金の５１７万１,０００円の減額。それから、地域の元気臨時交付金３６７万１,０００円の増額。それから、浄化槽設置整備事業費補助金の１８５万９,０００円の減額。それから、参議院選挙委託費の１３０万８,０００円の減額等により、差し引きでの減額計上を行うものでございます。

　次に、１４款の県支出金でございますが、５６１万７,０００円の減額補正でございます。主といたしまして、国庫支出金でもお願いいたしましたが、児童手当の県負担金の減額で１３０万４,０００円、それから史跡調査事業の負担金の減額で３５１万円、それからこれは増額でございますが緊急雇用創出事業臨時特例基金事業補助金で２２０万円の増、それから重度心身障害者医療費支給事業費補助金で減額の１４１万６,０００円、それから子育て支援対策臨時特例交付金では増額の４６６万１,０００円、浄化槽設置整備事業補助金で４９９万４,０００円の減額が主なものでございます。
　次に、１５款の財産収入でございます。４,４７３万円の増額補正でございますが、これにつきましては、コモンパーク上毛彩葉の分譲宅地売払収入４,３７２万９,０００円が主な増額でございます。
　次に、１７款の繰入金でございます。２億７,８００万円の減額補正でございます。今回、公共施設整備基金と減債基金、それからまちづくり基金を減額しております。一般財源からの対応ということで全額を減額しているところでございます。

　次に、１８款の繰越金でございます。１億４,０５６万３,０００円の増額補正でございます。前年度繰越金を今回全額計上させていただいております。

　次に、１９款の諸収入でございます。１,９６２万４,０００円の減額補正でございますが、主といたしまして東九州自動車道に伴う埋蔵文化財発掘調査委託事業収入の減額によるものでございます。
　それから、町債でございます。

　第４表の地方債の補正でも説明いたしましたが、当初、出資債ということで、京築地区水道企業団の出資金に充てるための上水道事業一般会計出資債を計上しておりましたが、一般財源に変更したため、１,８８０万円を減額するものでございます。歳入合計ということで４８億２,７３２万６,０００円の歳入でございます。
　次に、９ページの歳出関係でございますが、まず全体的に、今回、人件費関係の不用額、それから各款におきましての今後の支出見込み等により不用額の精査を行っております。詳細につきましては、２５ページからの歳出予算のほうで説明をさせていただきます。
　２５ページの、１款の議会費でございます。これにつきましては、議員の辞職に伴う議員報酬、手当等の減額でございます。

　次のページをお願いいたします。

　２款の総務費でございます。総務費全体で３,１０５万６,０００円の減額となっておりますが、減額分につきましては、人件費関係、それから事務費、需用費関係等々の今後の支出見込みによりまして減額をしておりますが、これは総務費以外につきましても同様でございますので、この部分の説明は省略させていただきます。

　総務費関係では、総務費の一般管理費におきまして、１８節の備品購入費におきまして新課、子ども未来課の設置に伴う来客用のローカウンター等の備品購入費ということで１９０万円をお願いするものでございます。

　また、１９節の事務的負担金でございますが、退職職員４名分の退職手当組合特別負担金として新たに１,６０３万４,４６５円をお願いするものでございます。
　次のページの企画費でございます。企画費の１３節の委託料、それから１５節の工事請負費につきましては、入札等の執行残を計上しております。１３節の委託料の魅力ある空き家活用情報発信事業委託料につきましては、増額の２２０万円をお願いしておりますが、今回、緊急雇用事業関係で、追加で１００％の補助が確定いたしましたので今回計上しているところでございます。なお、この事業につきましては、今回の補正と合わせますと７７０万円の事業費ということになりますが、第２表の繰越明許費の補正でも説明いたしましたが、全額繰り越しでお願いするものでございます。

　次に、同じく１９節の負担費でございますが、建設的補助金の定住促進補助金不用見込み額ということで４７６万４,０００円を減額しておりますが、コモンパーク上毛彩葉の第１期分譲地売買の３９区画分を当初予算計上しておりましたが、結果といたしまして１６区画になったために減額計上ということでございます。

　２８ページをお願いいたします。電子計算費の１３節の委託料でございます。増額分の庁舎内ネットワーク変更業務委託料等につきましては、新課、子ども未来課設置に伴う整備費でございます。
　それから、次のページから２８ページ２９ページ、３０ページの選挙費につきましては、それぞれの選挙の不用額ということで計上させていただいております。

　３１ページをお願いいたします。３款の民生費全体で８,２３７万４,０００円の大幅な減額をしておりますが、減額の主なものにつきましては、１項１目の２８節の国民健康保険特別会計繰出金の不用見込み額ということで２,３１５万円の減額、それから１項２目１９節の福岡県介護保険広域連合負担金と療養給付費負担金の不用額合わせまして２,０８２万３,０００円の減額、それから２０節の扶助費で、全体で６１８万８,０００円の不用見込み額を計上しております。
　次、３２ページのほうをお願いいたします。３目の介護予防事業費でございます。１３節委託料の配食サービス事業委託料の不用見込み額ということで、４００万２,２００円を計上しております。

　３３ページから３４ページにかけての児童福祉費でございます。１目の児童福祉総務費の１３節の委託料で、子ども・子育て支援制度に係るシステム導入業務委託料ということで、５４０万円を新たに計上しておりますが、これにつきましても冒頭第２表の繰越明許費の補正でも説明いたしましたが、全額で繰り越しをお願いするものでございます。

　それから、３６ページのほうをお願いいたします。４款の衛生費全体で５,７１５万８,０００円を減額しておりますが、減額の主なものは１項２目の予防費における予防接種委託料等８００万円の不用見込み額。それと、３８ページになりますが、上下水道費の下水道整備費の浄化槽設置補助金２,９９９万９,０００円の不用見込み額ということで減額をしております。これにつきましては、主としてコモンパーク上毛彩葉分を減額しているところでございます。
　続いては３９ページになりますが、５款の農林水産業費全体で８４０万７,０００円の減額を行っておりますが、減額の主な部分につきましては、冒頭説明いたしました人件費、それから各種農業関係補助金等の不用見込みと国土調査事業の委託料の入札執行残による残額でございます。増額分につきましては、農業振興費の１９節の事務的補助金でございます。水田農業経営力強化事業補助金ということで２５２万４,０００円をお願いするものでございます。これにつきましては、認定農業者等が新たに農地面積を拡大した場合に助成される加算金を計上しているところでございます。
　それでは４２ページをお願いいたします。６款の商工費全体で４３２万円を減額しておりますが、大平楽関係の裁判関係の費用の不用額。それと、２２節でございますが、２２節におきまして追加で大平楽入浴回数券等の立てかえ補償費ということで１２５万円をお願いするものでございます。

　次に、７款の土木費全体で３７６万２,０００円の減額でございます。人件費関係、それから旅費、需用費、委託料、それから用地費等の不用見込み額によるものでございます。

　それでは、４５ページのほうをお願いします。８款の消防費全体で２０８万８,０００円の減額をしておりますが、主といたしまして、庁舎耐震診断業務委託料等の入札執行残等により減額をしております。なお、庁舎の耐震診断の結果につきましては、耐震基準を十分に満たす。これを言いかえますと、庁舎の耐震補強は不要であるとの結果でありましたので、あわせて報告をさせていただきます。
　それから、４６ページでございます。９款の教育費でございます。教育費全体で、３,４０２万６,０００円の減額をしておりますが、人件費、需用費等の不用見込み額ということで計上しておりますが、これ以外は、主として４８ページの文化財保護費で２,８９８万円の減額を行っております。東九州自動車関係、それから、東高跡地関係に伴う埋蔵文化財発掘調査の作業員の賃金、それから委託料、それから借り上げ料等の不用見込み額による減額が主たるものでございます。
　それから、５０ページでございます。１１款の公債費では６,６４６万４,０００円の大幅な増額を計上しておりますが、これにつきましては、今回の補正予算におきまして、冒頭に町長が説明いたしましたが、町債の繰り上げ償還に伴う元金それから利子を計上しております。この町債の任意繰り上げ償還につきましては、平成１７年度の合併以来、必要最小限の地方公債のみ借り入れを行うということで、議員の皆様も御存じのとおり、地方債残高及び公債費は年々減少しているところでございますが、現行制度での普通交付税合併算定がえ額の全額の交付が行われます平成２７年度までの間に地方債残高を圧縮することで、合併算定がえ終了以降の町の財政に対する負担を極力軽減する必要があると認識しているところでございます。また、当議会におきましても、減債基金の有効活用についての指摘がなされまして、任意繰り上げ償還の検討実施を行うとの答弁をいたしております。
　今回、これらによりまして、任意繰り上げ償還を執行するに当たり、まず１点目に利率が高いもの、それから２点目に償還期間が長期にわたるもの、それから３点目に交付税措置が低いものの中から選定をいたしまして、その結果、臨時地方道整備事業８件の任意繰り上げ償還分の元金それから利子を計上するものでございます。
　最後に、１２款の諸支出金でございます。公共施設整備基金等に差し引き、あわせまして１億５,０３５万１,０００円の基金積み立てを行うものでございます。
　以上、概要ではございますが、全体的な説明でございます。

　以上です。

○議長（大山　晃君）説明が終わりました。

　議案内容の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

　安元議員。

○７番（安元慶彦君）まず、歳入関係の地方税の中で、入湯税は現在どういうふうになっていますか。この中では３５０万の減ということも出ておりますけれど、大平楽のいろんな不祥事の関係等で非常に滞納しておるというようなことも今まで出てきていたわけですね。それが、現在どのような状況で進行しておるのかお尋ねをいたします。

　それから、歳出のほうですが、実績によって不用額が生じることは十分承知しているわけですけども、例えば、広域連合あたりはまさに義務的な一つの負担金の性格があると私は思うんですが、こういうものが大きく減額されておるということは、何が年度途中で、一つの変化があったのだろうか。
　それから、これはもう毎年、慢性化しておりますけれども、文化財の関係です。これは文化財というものが聖域になっているんじゃないかというような感じがするわけですよね。それが毎年毎年、多額の不用額を生じていると。もうマンネリ化したような形になっているんじゃないかと。もう少し、計画を立てるときに、しっかりとしたものを積み上げていないんじゃないかという感じがするんですね。これも何か作業があって、どうしようもならないということがあったのかどうか、その辺をお尋ねします。
○議長（大山　晃君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは、私のほうからは、議員御質問の入湯税の件に関しまして答弁をさせていただきたいと思います。

　入湯税につきましては、議員御存じのように昨年の４月から新しい指定管理者のほうに移行されまして、事業を行っているところでございますが、事業移行をして、４月は極端に低い、営業期間が短いということで、前年比１５％弱という状況になっております。
　その後、少しずつ入湯者のほうもふえている状況は見受けられますが、最終的に、ことしの１月末現在でいきますと、前年比で、１月は前年同月で７２％の入湯税が入っているというところでございまして、累計でいきますと、前年比で３３０万ほどの減額となっております。そういうところから推移いたしまして、今回の減額補正ということで３５０万円をお願いしたところでございます。

　滞納分でございますが、前の指定管理者のほうの入湯税につきましては、一部差し押さえ処分等で執行したところもございますが、まだ残りの分が滞納というところで、現在推移しているところでございます。
　以上です。

○議長（大山　晃君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）私のほうからは、議員御指摘の中で、広域連合関係の負担金等の御指摘がございました。これについてお答えさせていただきたいと思いますが、予算書でいえば３１ページの１９節になるかと思います。介護保険の連合負担金の不用見込みと療養給付費負担金というのは、後期高齢者のほうでございます。不用見込み額ということで１,０５２万２,０００円でございますが、基本的に、こういった負担金の当初の決定段階では、わかりやすく言いますと、半分は給付実績値等をもとに算定しますが、残りの半分については推定見込み、要するに、前期の動きを見て、過去の伸び率等をそこに掛けまして、平均的な伸び率を掛けて予測した上で、当初負担金というものが決定してきます。したがいまして、実際の給付実績等に基づいて翌年に過年度の調整が入ります。したがいまして、これは２４年度の調整によりまして、給付実績等が当初見込んだほどの伸び率を示さなかった等々の理由によって、精算が入ります関係で、今回は、たまたま少し多目の減額というか負担金が減少したということで、これは年度によって、さまざま対応がございます。

　以上です。

○議長（大山　晃君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）文化財関係の件ですが、今回の補正で主なものは、先ほど総務課長が申し上げましたように、東九州自動車道、それから東高等学校跡地の件です。
　東九州自動車道の発掘調査につきましては、当初予算当時につきましては、ＮＥＸＣＯがどこに発掘調査を依頼するかまだ決まっていない、県にするのか町にするのか。そういったことで、当初予算計上のときに、これくらいの予算をお願いしたいということでＮＥＸＣＯからございました。２５年度につきましては、県のほうが発掘調査をいたしましたので、その分が大きな減額となっております。
　それから、東高校跡地につきましては、予算計上当時、２５年度までかかるであろうということで予算組みしておりましたが、２４年度で終わりましたので、その分の発掘調査費用分が減額となっております。

　減額が多いじゃないかという御指摘なんですが、先ほど申し上げましたが、当初予算計上当時に、ＮＥＸＣＯからこれくらいの予算をお願いしたいということで来ます。それで、予算組みしとったら、県のほうに発掘調査を依頼したと。そういうことがありまして減額となっておるような状況でございます。

○議長（大山　晃君）安元議員。

○７番（安元慶彦君）入湯税の関係ですがね、前の方の未納、滞納が、あのとき、前の町長が３００万円程度とか二百数十万程度ぐらいあるというふうなことを言っておられましたね。それは今どうなっていますか。

○議長（大山　晃君）税務課長。

○税務課長（福本豊彦君）今現在も、約３００万ほどの滞納があるというところでございます。

○議長（大山　晃君）安元議員。

○７番（安元慶彦君）これに対する対応の仕方はどういうふうにやっているの。

○議長（大山　晃君）税務課長。

○税務課長（福本豊彦君）うちのほうで差し押さえできる分については差し押さえの手続をとったりというところで、財産調査等も行っておりますが、本来は、税務調査の中で、もともと押さえるような財産が、今のところそれ以上見当たらないというところで、今、所管といたしましても、ほかの手法といいますか、滞納処分、財産がないかというところの調査を、関係機関等の情報等も収集しながら対応に努めているところでございます。

○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。

　はい、どうぞ。亀頭議員。
○１０番（亀頭寿太郎君）繰越明許費で、東高の跡地の、これが予定どおり進まなかったという解釈でよろしいですかね。

○議長（大山　晃君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）先ほども、総務課長のほうから御説明がありましたが、第１期３９区画分が全て売れてしまえば、次の区画の販売をやっていたところでございますが、３９区画のうち１７区画分しか契約ができていないということで、繰り越しをさせていただいているところです。

○議長（大山　晃君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）この事業は町を挙げての大事業として、最初の取り組み方が非常に大事ということから、いろいろな宣伝等も工夫して取り組んだ事業でもあるんですね。予定よりか半分ぐらいというのは、いささかこれはどうしたことだろうかという懸念を持つものでございますかね。
　定住圏住宅構想あたり、中津にありますね。中津はどのくらいの云々でもって、この事業に参画と申しますか協力しているんですか。財政的にも、ちょっとその点をお尋ねします。

○議長（大山　晃君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）協力ということでございますが、中津の定住圏の項目に入れさせていただいているという内容でございまして、中津がこれに対して協力という部分、宣伝に対する協力というようなものはしていただいておりません。

　それから、定住圏の関係で、特別交付税の措置がされるということでの計上という形になっております。
○議長（大山　晃君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）吉富町が５０戸やったんですね。その３分の１が中津の協力なんです。こうした職員のお話だったんですよね。やはり定住圏構想あたりは中津を中心に、中津市は交付金をよくもらっていますから。当初からこうした事業については積極的に参加してもらうごとね。今度町長も変わったし、中津の高校出身でもあるから、積極的に取り組んで、こうした繰越明許費に至らないような事業をやってもらいたい。
　それから、財産収入のところで、東高跡の売却は、出納閉鎖まで全然お金が入らないという認識でいいんですか。

○議長（大山　晃君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）契約が成立しない限りは金額のほうが入りませんので。まだ、今、予約を入れている方もいらっしゃいますので、出納閉鎖までに入る可能性はあると思っております。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）東高跡地の分譲地ですが、アドバイスをいただいて今までやったんですけれども、その方と相談して、どこに問題があったのか、今後これを売るためにどうするのかとか、そういう相談、検討とか対応を考えたことはあるんですか。

○議長（大山　晃君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）これは何度も議会の中でも御説明はさせていただいているとは思うんですが、アドバイスいただいた先生、それから一般財団の住宅生産振興財団、それからハウスメーカーと町が一緒になりまして、月に１回総括責任者会議というものを行っておりまして、その中で、販売についてどうしたらいいかとかいう部分について、町のほうからすれば１軒でも多く売っていただきたいというような話をハウスメーカーのほうにもお願いをしておりますし、その総括会議の中で、販売についてのやり方を行っているところでございます。
○議長（大山　晃君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）そこでですね、どういうところに問題があったのか、今後どういう問題を解決していかなくてはいけないのかとか、そういうことはされてますか。そこまでいってないんですか。

○議長（大山　晃君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）３９区画につきましては、顧客をつけて建物を建てるというような方式をとらせていただいております。で、その中で、なかなかお客様が捕まらないというような話をハウスメーカーのほうはしておりますが、今回、３月の２１、２２，２３、三日間、街びらき住宅祭を行うことによって、多くの宣伝ができるのではないか、それによって買っていただくお客さんを連れてきてもらって販売ができるんではないかというようなことを考えております。

　平成２６年度の販売については、今、検討をしているところでございます。

○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。

　宮崎議員。

○４番（宮崎昌宗君）魅力ある空き家活用というのは、東上でされている民家の改修でよろしかったでしょうか。

　もう一つ、空き家改修助成金ということでマイナス５０万円になっていますけれども、これ、たしか空き家を貸していいよという方に改修の助成金を出すということだったと思いますけれども、その結果、そういう申し出がゼロだったということですか。

　もう一つは、敬老の集いということでマイナス１７万円になっていますが、講師の方が残念ながら病気で来れなくなって、その後すぐ亡くなった、そういうのを受けての減額ということなのか。

　もう一つ、大平楽入浴回数券等立てかえ補償費ということで、１２５万円追加されていますけれども、たしか昨年の３月議会で、当時予算のときには３００万円ぐらいだったと思いますけれど、それで、ふえてどうするのか、少なくてもどうするのかの議論のときに、ふえようが減ろうがこの金額で打ち切りというようなことだったと思います。それは、また当時の町長ですね、また見直してみたいと思いますけれども、たしか打ち切りだったと思いますが、ふえた理由というのはどういったことなのか。

　それと、公営住宅使用料２００万円ということで、住宅の利用料からすると、２００万円というのはかなり大きな金額だと思いますが、何軒あいて、どういうふうな理由で２００万円というような金額になったのか。それに、任意繰り上げ償還金ということで、個別の特定のこの分の債権を返すとか、そういうものですかね。それともトータルでもっと１億近くを、利子を含めて返すということでよろしかったですか。
○議長（大山　晃君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは、魅力ある空き家活用情報発信事業の件について御説明をいたします。

　この事業につきましては、６月議会でお願いしたものでございまして、地域に根差した事業を支援するということで、雇用の受け皿の確保を図る雇用創出事業の拡大版ということで、起業後１０年以内の企業が対象であり、失業者を新規に雇い入れ、地域資源を活用した事業を行うということで、今回、町のほうで行っている事業でございますが、空き家の活用情報発信をするための事業ということで、６月議会で９カ月分をお願いしておりました。

　今回、２２０万円につきましては、プラス３カ月分ということで緊急雇用の事業につきましては平成２５年度が最終年度でございますが、契約中の事業であれば、翌年度に事業を引き継ぐことができるということで、約１年間の事業を行うところでございます。ということで、今回お願いをするものでございます。東上の部分ではございません。

　それから、空き家改修につきましては、当初２００万円を計上しておりまして、今回５０万円の減額ということで３軒分事業を行ったということで、１軒分を減額補正するものでございます。

　それから、大平楽の回数券の補償の関係でございますが、これを議会のほうに上程したのは６月議会で４００万円の補償をお願いしたというふうに記憶しております。その部分につきまして、１月、２月、３月分が現在足りないような状況というふうになっておりまして、今回１２５万円をお願いしているものでございます。

　以上です。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

　質疑を終了します。（「議長」と呼ぶ声あり）
　どうぞ。課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）敬老の集いの出演者の謝金の件でお答えさせていただきます。２５年度は敬老の集いの演芸出演謝金ということで、何らかの演芸の開催を予定しておりましたが、２５年度につきましては、たまたま後期高齢者医療の健康長寿マイスターであります曻地先生の招聘希望がかないましたので、出演をお願いしたわけでございます。残念ながら先生は来られなかったわけでございますが、もともと後期高齢者医療制度の事業の一環で招聘がかないましたので、もともと出演者の謝金は不用ということになりましたので、その分減額をしたところであります。

○議長（大山　晃君）住民課長。

○住民課長（中　豊君）では、住宅使用料の減額の件について、住民課のほうでお答えさせていただきます。

　今、公営住宅は１７２戸あるわけでございますけれども、政策空き家ということで、もう古い住宅は空き家にしているというふうな状況がございます。その中で、当初予算では３,５８２万２,０００円というような家賃収入が入る予定でございました。それで、今の調定額を見ますと３,４２０万円という調定額になろうかと思います。それで、収納率を９６％というようなことでさせていただきまして、今回２００万円の減額というふうなことでございます。
　以上でございます。

○議長（大山　晃君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）それでは、私のほうから任意繰り上げ償還の関係でございます。

　先ほども説明いたしましたが、今回、該当するものが臨時地方道整備事業８件の任意繰り上げ償還をするということで説明をいたしました。詳細に言いますと、臨時地方道整備事業のうちの一般分が５件でございます。これは平成７年から平成９年にかけての借り上げの分です。それから、臨時地方道整備事業のふるさと農道分等が３件ございます。これは平成９年から平成１２年にかけての借り入れ年度ということでございます。

　以上です。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

　宮崎議員。

○４番（宮崎昌宗君）魅力ある空き家活用というのは、今全くスタートできていなくて、来年度から動き出そうというようなことの認識でよろしいですか。

　それと、回数券のほうは、４００万円で打ち切りと思っていたものですから、１、２、３月分ということは１カ月当たり４０万円の補償をする計算ということでよろしいでしょうか。

○議長（大山　晃君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）魅力ある空き家活用情報発信事業というのは、契約のほうは７月から行っていたんですが、適任者が見つからないということで、３月から事業を行うということで、全ての金額を繰り越しさせていただくということでお願いしております。

　それと、補助の関係で打ち切りというのは、ちょっと私にも認識はしてなかったのですが、今回１２５万円をお願いしているものでございます。

○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。

○１０番（亀頭寿太郎君）議長、もう４回、３回やったかな。

○議長（大山　晃君）もう、亀頭議員はしました。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで質疑を終了します。

　これから、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案を、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（大山　晃君）よって、議案第２号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第９号）は、原案のとおり決することにいたしました。
―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（大山　晃君）日程第９、議案第３号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは、議案第３号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について御説明をさせていただきます。

　第１条にございますとおり、今回は歳入歳出予算の総額からそれぞれ２,０８８万７,０００円を減額し、歳入歳出予算総額を１０億２,５１３万７,０００円とするものでございます。

　４ページ、５ページの事項別明細書に一覧がございます。４ページの歳入におきましては、保険税の最終見込み額及び国、県支出金、さらに各交付金等の額の確定によりまして、また、５ページ歳出におきましては、保険給付金の支払い実績、各納付金、拠出金の確定に伴いまして、全般にわたりまして最終的な増減調整をさせていただいています。

　前後して恐縮ですが、歳出額の主なものから御説明をいたしますので、１５ページをお開きいただきたいと思います。

　まず、一般管理費、１２節役務費に手数料１０万９,０００円を今回補正計上させていただいております。これは、国保連合会に依頼する第三者行為に係る求償事務共同処理手数料でございます。交通事故による事例処理分に係るものでございまして、国保のほうに納付予定される額の５％を手数料として納付することとなっています。その部分を計上させていただいています。
　１３節委託料の６５万２,０００円の補正につきましては、２６年度の制度改正等に伴う調整交付金の算定システムの改修等に要する費用を上げさせていただいております。なお、この当該費用につきましては、全額、翌年度調整交付金で補填される予定でございます。
　１６ページから１７ページ、保険給付費でございますが、総額で２,３２０万２,０００円の減額となります。これはここまでの給付実績等を踏まえまして各項目ごとに年度内の所要見込み額を精査しまして不用分として減額をするものでございます。
　１８ページ、１９ページ、２０、２１ページにつきましては、それぞれの納付金や拠出金関係の確定に伴う減額調整でございます。

　２３ページの諸支出金でございます。１,３４２万９,０００円の増額補正となりますが、これは２４年度の療養給付費等負担金の国保への返還金となります。２４年度におきましては、国保医療費が減少に転じたことによりまして、当初決定額と実績額が乖離し、今回、返還金が生じたものでございます。
　次に、歳入側でございますが、７ページを、戻ってお開きいただきたいと思います。

　７ページ、３款国庫支出金、総額２,０２３万６,０００円の減額となります。これは、２４年度における医療費の縮減が影響いたしております。

　また、９ページにございます前期高齢者交付金の算定とも相関しておりますので、保険者間の負担の均衡是正のために交付される９ページの前期高齢者交付金のほうは３,０００万円の増額となっております。

　また、８ページの療養費給付金等交付金。これは６５歳までの退職者とその被扶養者の医療費分に対して支払基金から交付されるものでございますが、退職者医療費の増加傾向がございます関係で６４０万円ほど不足が見込まれることから、今回、増額をさせていただいております。

　それから、１２ページの９款繰入金でございます。総額で５,７１５万円を減額しております。国保の繰入金につきましては、法定内繰り入れ以外に、例年、財源不足を補うために一般会計からの法定外繰り入れと基金繰り入れを行っているところでございます。２５年度は、先ほどから申し上げますとおり、前年の国保医療費の縮減に伴うはね返り現象というのがあって、再び医療費の急騰ということも懸念されたところでございますが、実績としては、比較的緩やかな伸びにとどまっている見込みであることから、今回、下方修正が可能となりましたので、ページ下の７節その他一般会計繰入金につきましては、当初予算計上額５,０００万円から２,０００万円を減額いたします。
　また、２項１目の基金の繰入金、保険給付費支払準備基金からの繰入金でございますが、こちらも、当初５,０００万円の予算から３,４００万円を減額することといたしております。

　なお、１３ページ、繰越金につきましては、不足分の歳入調整財源として２,２９３万８,０００円を計上しております。

　それから最後１４ページ、諸収入でございますが、歳出側のほうで手数料を計上いたしました第三者行為に係る納付金見込み額ということで、一般、退職それぞれの増減の調整をし、計上をさせていただいております。
　以上、御説明とします。

○議長（大山　晃君）説明が終わりました。

　これから、質疑を行います。

　質疑はございませんか。
　安元議員。

○７番（安元慶彦君）６ページの保険税の関係ですけれども、滞納繰り越し分のマイナス１００万、これは不納欠損のほうに結びついていくのかどうか。
○議長（大山　晃君）税務課長。

○税務課長（福本豊彦君）基本的には、不納欠損というところではなくて、収納状況を見た中での減額ということで御理解をいただきたいと思います。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。（「ちょっと議長待って」と呼ぶ声あり）

　はい。

○７番（安元慶彦君）今、何て言ったんかね。

○議長（大山　晃君）もう一回お願いします。
○税務課長（福本豊彦君）滞納分の収納状況を、毎月の収納状況をまとめておりますので、収納状況をまとめていく中で、当初予算に計上したところまで見込めないという判断から減額をさせていただいておることになります。

○議長（大山　晃君）安元議員。

○７番（安元慶彦君）減額するということは、その分が取れないというようなことではないのかね。

○議長（大山　晃君）税務課長。

○税務課長（福本豊彦君）基本的には、予定どおり入っていないということになりますけど、その辺につきましては納期指導等を行いながら、納税者の負担が、どうしても予定どおりいかない方も出てきますので、随時、納税相談を行う中で事務処理で行っているということになりますので、必ずしもこれがすぐに不納欠損になるということではないです。

○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑を終了します。

　これから、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案を、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第３号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（大山　晃君）日程第１０、議案第４号　平成２５年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは、議案第４号　平成２５年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につきまして説明をさせていただきます。

　第１条にございますとおり、今回は歳入歳出それぞれ８３６万１,０００円を減額しまして、歳入歳出予算の総額を、それぞれ１億２,６１５万３,０００円とするものでございます。
　６ページをお開きいただきたいと思いますが、保険料収入につきましては、年度内におけます加入者の異動等を反映した最終調整額として、総額で７０５万９,０００円の減額補正となります。
　７ページ、一般会計繰入金でございますが、事務費の繰り入れ分として２３万７,０００円を減額し、保険料軽減措置に係ります保険基盤安定負担金の確定に伴いまして、保険基盤安定繰入金を１０６万５,０００円減額するものでございます。

　歳出、８ページでございますが、総務費におきまして、人件費に係る増減調整で２６万９,０００円の減額。
　９ページの広域連合納付金につきましては、説明欄の内訳にございますとおり、先ほどの歳入で減となりました保険基盤安定負担金不用見込み額としまして１０６万５,０００円、保険料負担金不用見込み額としまして７０６万９,０００円。過年度の保険料負担金、これは２３年度の精算分になりますが、この分で２４万２,０００円を、こちらは増額ということで、合計で７８９万２,０００円の減額補正となっております。
　最後に、１０ページの諸支出金につきましては、過誤納還付金の不用額として２０万円を減額しております。

　以上でございます。

○議長（大山　晃君）説明が終了しました。

　説明に対する質疑を行います。

　質疑はございませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）６ページですが、特別徴収保険料というのは、これはたしか天引きだったと思うんですが、もし天引きであれば、こういう補正額が出たのはなぜなのか、お伺いいたします。

○議長（大山　晃君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝麿磨）これはあくまで調定というか、全額保険料として計上した分でございますので、途中で死亡とかいろんな異動がございますので、当然それによってなくなった分というのがございますので減額となります。

○議長（大山　晃君）ほかに質疑ございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認めます。
　これから、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これから、本案を採決します。

　本案を、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第４号　平成２５年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり決することに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（大山　晃君）日程第１１、議案第５号　平成２５年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　建設課長。

○建設課長（古原典幸君）議案第５号　平成２５年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について御説明を差し上げます。

　第１条といたしまして、歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出それぞれ１３９万９,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入、歳出それぞれ５,７３６万５,０００円とするものでございます。平成２６年３月４日提出。上毛町長、坪根秀介でございます。

　予算書の９ページをお願いいたします。歳出でございますが、１款１項１目の処理施設等の管理費といたしまして、９万９,０００円を減額とし、２,９７９万７,０００円とするものでございます。内容につきましては、職員の人件費等の減額でございます。

　次のページをお願いいたします。２款１項１目の建設事業費でございます。今回の補正額１３０万円で合計として９０万円でございます。減額の内容につきましては、公共ますの設置を５基を予定しておりましたが、２基分の６０万円プラス本管の布設工事がなかったことによる減額７０万円、合計１３０万円を今回減額とさせていただくものでございます。

　以上でございます。
○議長（大山　晃君）説明が終わりました。

　説明に対する質疑を行います。

　質疑はございませんか。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）ますの五つが２だったというようなことなんですね。どうせなら、これは予定を完遂していただかんことには、農集排事業というのは、なかなかうまくいかない。独立採算制といえども、なかなかうまくいかない。そうすると、やっぱり一般財源の持ち込みが多いというようなことなんでですね。
　年間の予定の半分以下ちゅうのは、いかがなものかと思うんですが、そうしたことを肝に銘じながら、まだ出納閉鎖まで二、三カ月あるからね。ぜひ努力すると。地域の役員の方あたりに、お世話をするのに、ひとつ労をねぎらうというようなことはどうかと思うけれども、そういった気持ちを持ちながらね、やっぱり積極的に加入者をふやしていただくようにお願いしたいと思います。

　以上です。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑を終了します。

　討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これから、本案を採決します。

　本案を、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第５号　平成２５年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（大山　晃君）日程第１２、議案第６号　平成２５年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　建設課長。

○建設課長（古原典幸君）議案第６号　平成２５年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について御説明を差し上げます。

　第１条といたしまして、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ４８３万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９３万７,０００円とするものでございます。平成２６年３月４日提出。上毛町長、鶴田忠良。
　予算書の９ページをお願いいたします。１款１項１目の一般管理費でございます。今回の補正額１９万９,０００円とさせていただきまして、４,４１３万４,０００円とするものでございます。内容につきましては、職員の時間外手当の減額及び１８節の水道メーターの入札残１０万円を減額とさせていただくものでございます。

　次に、１款２項１目の利子でございますが、これにつきましては、一般財源からその他財源へ財源変更をさせていただくものでございます。

　次のページをお願いいたします。１０ページでございます。２款１項１目の簡易水道施設設置事業費で補正額４６３万７,０００円を減額とし、２,００４万５,０００円とするものでございます。主な内容につきましては、１３節の委託料ということで、拡張区域に伴う実施設計の委託料の入札の不用額３８０万円及び工事費として７０万円。これにつきましては、本管の新規分の布設がなかったということで７０万円の減額でございます。

　次に、１９節といたしまして、負担金でございますが、水道事業拡張をする前に福岡県水道協会から特別会費の納入がございますが、これにつきましては、今年度、水道協会より負担金の請求がございましたが、上毛町においてはハード事業を実施していないということで、１３万７,０００円につきましては、今回は負担をしなくてよろしいということで通知がございましたので、１３万７,０００円を減額させていただくものでございます。

　以上でございます。

　大変申しわけございません。提出者を前町長のお名前を申し上げておりましたが、上毛町長、坪根秀介でございます。おわびをして訂正いたします。
○議長（大山　晃君）説明が終わりました。

　これから、質疑を行います。

　質疑はありませんか。

　安元議員。

○７番（安元慶彦君）水道料金の収納状況はどうですか。

○議長（大山　晃君）建設課長。

○建設課長（古原典幸君）現在、九百強の方が加入していただいておりますが、約１４件の方の部分払いという形で、収入がゼロという方はございません。

○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑を終了します。

　これから、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案を、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第６号　平成２５年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（大山　晃君）日程第１３、議案第７号　平成２５年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）それでは、議案第７号　平成２５年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）について御説明をさせていただきます。

　第１条で、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出それぞれ８８万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額、歳入歳出それぞれ１,３９９万５,０００円とするものでございます。平成２６年３月４日提出。上毛町長、坪根秀介。
　今回の補正予算でございますが、今年度４名の方々から総額１９０万円の奨学資金への寄附がございました。これらを積み立てるための補正予算でございます。

　歳出が、８ページをお開きいただきたいと思います。歳出で、本年度貸付金の不用見込み額１０２万円を減額いたしまして、積立金として寄附金の１９０万円と利息の８,０００円を追加補正するものでございます。財源としては、６ページの寄附金で１８８万９,０００円を充当いたしまして、７ページの繰越金で１０１万１,０００円の減額で総額を調整いたしているところでございます。
　今回の積み立てによりまして、寄附金の総額は５,８１６万６,０００円となっております。

　以上です。

○議長（大山　晃君）議案内容の説明が終わりました。

　説明会による質疑を行います。

　質疑はございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認めます。
　これから、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案を、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第７号　平成２５年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（大山　晃君）これから、議案の委員会付託を行います。

　２月２７日、議会運営委員会の協議結果を資料として配付しております。

　運営資料４ページ、委員会付託表をごらんください。
　付託案の朗読に際しては省略し、議案名のみ朗読いたします。
　議案第８号、議案第９号、議案第１１号、議案第１２号、議案第１３号（所管分）、議案第１６号、議案第１７号、議案第２０号、議案第２１号、発議第１号、発議第２号及び発議第３号、以上１２件は総務、産業・建設常任委員会へ。
　議案第１０号、議案第１３号（所管分）、議案第１４号、議案第１５号、議案第１８号及び議案第１９号の６件は文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託したいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。
　したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定いたします。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りします。
　運営資料６ページ、委員会日程表をごらんください。
　委員会の開催日は、議会運営委員会で次のとおり決定いたしましたので報告いたします。これに御異議ございませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。
　したがって、常任委員会の開催日は、運営資料、委員会日程表案のとおり開催することに決定いたしました。
　以上で本日の日程は全部終了いたしました。
　本日はお疲れさまでした。ありがとうございました。

　これをもって散会いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午後　２時１０分
　　　平成２６年３月４日
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